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◆◆◆目次◆◆◆マリーゴールドが満開！
県営サンアリーナ・花の広場には、黄や橙

だいだい

のマリーゴー

ルドが咲き誇り、花畑は花の香りでいっぱいでした。

（11月13日撮影）

花照花照ちゃんちゃん 花照ちゃん 
はなてらす 

花のまち花のまち　お伊勢参りと　お伊勢参りと　花めぐり　花めぐり 花のまち花のまち　お伊勢参りと　お伊勢参りと　花めぐり　花めぐり 花のまち　お伊勢参りと　花めぐり 



2平成20年12月号

至 鳥羽 

夫婦岩 

二見行き 

サンアリーナIC

二見JCT

二見方面 

二見・鳥羽方面
から来る車は、
二見JCTを直進
し、サンアリー
ナ IC へ 

パーク＆ 
バスライド 
臨時駐車場 

（県営サンアリーナ） 

駐車整理料 
１,000円 

（1/10～12は無料） 

 

臨時駐車場へ駐車し、無料のシャトル
バスで目的地へ（最終便は午後４時発） 
●12月31日(水)～１月４日(日) 
　…伊勢神宮（外宮・内宮）・二見行き 
　　の３ルート 
●１月10日(土)～12日(祝) 
　…伊勢神宮（内宮）行きのみの１ルート 

ＩＣ…インターチェンジ 

ＪＣＴ…ジャンクション 

 

● 

※1/10～12は 
　運行しません。 

臨時駐車場（県営サンアリーナ）の開設日時

①12月31日(水)・午後10時～１月１日(祝)・午後４時

②１月２日(金)～４日(日)、午前９時～午後４時

③１月10日(土)～12日(祝)、午前９時～午後４時

対象車両

①②伊勢自動車道・国道23号・伊勢二見鳥羽ラインを利用し、

外宮・内宮・二見町へ行く車

③伊勢自動車道・国道23号・伊勢二見鳥羽ラインを利用し、内

宮へ行く車

※観光バス・マイクロバス・二輪車を除く。

シャトルバスの運行ルート

①②次の３ルートを運行
●県営サンアリーナ⇔伊勢神宮（外宮）
●県営サンアリーナ⇔伊勢神宮（内宮）
●県営サンアリーナ⇔二見生涯学習センター

③試行的に１ルートのみ運行
●県営サンアリーナ⇔伊勢神宮（内宮）

※いずれのルートも最終便は、行きが午後４時発、帰りが午後６

時30分発です。

駐車整理料 １台につき1,000円（１月10日(土)～12日(祝)は無料）

今
年
は
、
外
宮
行
き
・
内
宮

行
き
に
加
え
、
二
見
町
行
き
の

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
も
運
行
し
ま
す
。

ま
た
、
試
行
的
に
、
１
月
10
日

(土)
〜
12
日
(祝)
に
、
内
宮
行
き
の

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

今
年
も
、
年
末
年
始
の
内
宮

周
辺
の
交
通
渋
滞
を
解
消
す
る

た
め
、
パ
ー
ク
＆
バ
ス
ラ
イ
ド

を
実
施
し
ま
す
。

パ
ー
ク
＆
バ
ス
ラ
イ
ド
と
は
、

臨
時
駐
車
場
（
県
営
サ
ン
ア
リ

ー
ナ
）
か
ら
伊
勢
神
宮
や
二
見

町
へ
、
無
料
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

を
運
行
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

交通政策課内・伊勢地域観光交通対策協議会事務局（1@15703）

※外宮～内宮間は、有料の臨時バスが運行されます。

パーク＆バスライドパーク＆バスライド
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至 志摩 

伊
勢
道
路
 

御
木
本
道
路
 

伊勢
自動
車道
 

至 伊勢市街 

至 松阪 

伊
勢
二
見
鳥
羽
ラ
イ
ン
 

外宮行き 

内宮行き 

至 玉城IC 
　 名古屋 
　 大阪 

朝熊IC

楠部IC

伊勢神宮 
（内宮） 

伊勢神宮 
（外宮） 

内宮周辺 
駐車場 
駐車整理料 
1,500円 

● 

 

 

● 

外宮～内宮間は、 

有料の臨時バスが 

運行されます 

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運
行
ル
ー
ト
 名古屋・大阪方面から来る車は、

伊勢西ＩＣ・伊勢ＩＣを直進し、

サンアリーナＩＣへ 

名古屋・大阪方面から伊勢市街

方面やシャトルバスを利用せず

に伊勢神宮（外宮・内宮）へ行

く車は、玉城ＩＣで降りてくだ

さい 

※1/10～12は運行しません。 

●12月31日(水)・午後10時～１月１日
(祝)・午後6時30分 
●１月２日(金)～４日(日)・１月10日(土)
～12日(祝)、午前９時～午後６時30分 

伊勢 IC付近から宇治浦田町交差点ま
での内宮方面へ向かう車線は、右側
車線が通行禁止になります。 

国道23号交通規制 

●12月31日(水)・午後10時～１月１日(祝)・午後
４時30分 
●１月２日(金)～４日(日) ・１月10日(土)～12日(祝)、
午前８時～午後４時30分 

観光バス・マイクロバス（乗用定員11人以上）・
通行禁止除外指定車（緑色の許可証を所持した身
体障がい者などの使用車）・二輪車は降りることが
できますが、一般車両は降りることができません。 

伊勢西ＩＣ交通規制 

●12月31日(水)・午後10時～１月１日(祝)・午後６時30分 
●１月2日(金)～４日(日)・1月10日(土)～12日(祝)、午前９時～午後６時30分 
（いずれも、名古屋・大阪方面から伊勢市街・松阪方面へは午後４時まで） 

二見・鳥羽方面から伊勢市街・松阪方面へは降りることができますが、そのほ
かのルートは降りることができません。入口はすべての方向へ通行することが
できます。 

伊勢ＩＣ交通規制 

パ
ー
ク
＆
バ
ス
ラ
イ
ド
の
実

施
期
間
中
は
、
国
道
23
号
、
伊

勢
自
動
車
道
伊
勢
西
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
・
伊
勢
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
で
交
通
規
制
が
行
わ
れ

ま
す
。（
上
図
参
照
）

地
域
住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理

解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
親
せ
き
や
知
人
な
ど

で
、
市
外
か
ら
伊
勢
市
へ
来
る

人
が
い
ま
し
た
ら
、
規
制
が
実

施
さ
れ
る
こ
と
を
伝
え
て
く
だ

さ
い
。

な
お
、
年
末
年
始
の
交
通
規

制
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
「
伊

勢
市
お
し
ら
せ
版
」
12
月
15
日

号
と
同
時
配
布
す
る
チ
ラ
シ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

交

通

規

制

県営サンアリーナ臨時駐車場・実施本部
（1080・2870・7636、080・2870・7637）
対応時間 12月31日(水)・午後10時～１月１日(祝)・午後７時

１月２日(金)～４日(日)、午前９時～午後７時

１月10日(土)～12日(祝)、午前９時～午後７時

※期間中は、シャトルバスの運行状況や駐車

場の満空情報などを、携帯電話用ホームペ

ージ（http://www.ipos.co.jp/asp/ise.aspx）

でご覧いただけます。

実施期間中の問い合わせ

QRコード

駐
車
整
理
料

１
台
に
つ
き
１
５
０
０
円

※
内
宮
周
辺
は
混
雑
す
る
た
め
、

パ
ー
ク
＆
バ
ス
ラ
イ
ド
の
実
施

期
間
中
は
、
な
る
べ
く
臨
時
駐

車
場
（
県
営
サ

ン
ア
リ
ー
ナ
）

を
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

年
末
年
始
は
、
宇
治
浦
田
街

路
広
場
・
五
十
鈴
川
河
川
敷
・

県
営
総
合
競
技
場
な
ど
の
駐
車

場
が
有
料
と
な
り
ま
す
。

有
料
期
間

●

12
月
31
日
（水）
〜
１
月
12
日
(祝)

●

１
月
17
日
（土）
〜
２
月
１
日
（日）

の
土
曜
日
・
日
曜
日

内
宮
周
辺
の
駐
車
場
の
ご
案
内



（各年４月１日現在） 

平成20年 平成19年 

8人 

176人 

53人 

220人 

154人 

2人 

26人 

29人 

109人 

777人 

151人 

184人 

335人 

363人 

37人 

86人 

486人 

8人 

181人 

55人 

231人 

160人 

2人 

29人 

27人 

111人 

804人 

154人 

172人 

326人 

371人 

37人 

79人 

487人 

0人 

－5人 

－2人 

－11人 

－6人 

0人 

－3人 

+2人 

－2人 

－27人 

－3人 

+12人 

+9人 

－8人 

0人 

+7人 

－1人 

1,598人 1,617人 －19人 

◆部門別職員数と主な増減理由 

合　　計 

区分 

部門 

※職員数には、伊勢広域環境組合派遣職員の人数は含まれていません。 

職員数 対前年 
増減数 

主な増減理由 

●機構改革による組

織の見直し 

●業務の見直し・効

率化、退職者の補充

抑制など定員適正化

による減 

●御薗分署の新設に

向けた増 

●患者数の減少に伴

う調整 

●長寿医療制度（後

期高齢者医療制度）

の導入に伴う増 

公営企業等 

会計部門 

特別 

行政部門 

一般 

行政部門 

※分限処分は、病気などのため、職員が職責を十分に果たすことができない場
合に、公務能率を維持することを目的として行う職員に対する不利益処分です。
※懲戒処分は、職員が公務員としてふさわしくない非違行為を行った場合に、
公務秩序を維持し、その職員の責任を問うことを目的として行う職員に対する
制裁措置です。 

（平成19年度退職者数） 

（平成19年度） 

◆職員退職者数 

一般行政など 
教　　育 
病　　院 
消　　防 

区分 
15人 
6人 
1人 
2人 

定年退職 
23人 
2人 
7人 
2人 

勧奨退職 
10人 
6人 
31人 
0人 

普通退職ほか 
48人 
14人 
39人 
4人 

合　　計 24人 34人 47人 105人 

合計 

◆職員採用状況 

一般行政など 
教　　育 
病　　院 
消　　防 

区分 

0人 
0人 
21人 
0人 

平成19年度 
中途採用 

24人 
5人 
10人 
16人 

合　　計 21人 55人 

平成20年４月 
採用 

◆職員の分限処分・懲戒処分 

市長部局など 
教　　育 

区分 

1人 
0人 

戒告 
1人 
0人 

減給 
1人 
0人 

停職 
0人 
0人 

免職 
15人 
1人 

休職 
0人 
0人 

降任 
0人 
0人 

免職 
懲戒処分 分限処分 

議　　会 

総　　務 

税　　務 

民　　生 

衛　　生 

労　　働 

農林水産 

商　　工 

土　　木 

小　　計 

教　　育 

消　　防 

小　　計 

病　　院 

水　　道 

下水道ほか 

小　　計 

給料 
44億375万1千円 

63.9%

職員手当 
6億8,232万5千円 

9.9%

　　期末勤勉手当 
　18億778万4千円 
　　26.2%

人件費 
97億2,192万4千円 

22.0%

　　　　公債費 
50億6,027万1千円 
　　　　　11.5%

　　　そのほか 
168億1,161万1千円 
　　　38.1%

　投資的経費 
61億2,889万7千円 
　　　　13.9%

　扶助費 
63億9,636万2千円 
　14.5%

市
職
員
の
職
員
数
や
給
与
な

ど
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
人
事
行

政
の
透
明
性
を
高
め
る
た
め
、

そ
の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

平
成
19
年
度
の
詳
し
い
状
況

に
つ
い
て
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（http://w

w
w
.c
ity
.ise
.

m
ie
.jp

）
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
、「
最
小
の
職
員
数
で
、

最
大
の
効
果
を
上
げ
る
」
こ
と

を
目
的
に
、
定
員
管
理
の
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
職
員
の
総
定
員
を

最
小
限
に
抑
え
る
と
と
も
に
、

部
門
ご
と
に
適
切
な
職
員
を
配

置
す
る
こ
と
で
、
住
民
負
担
の

増
加
抑
制
に
留
意
し
つ
つ
、
貴

重
な
人
材
を
活
用
し
よ
う
と
す

る
取
り
組
み
で
す
。

定
員
管
理
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
も
計
画
的
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
が
、
平
成
18
年
度

に
、
新
た
に
「
伊
勢
市
定
員
管

理
計
画
」
を
策
定
し
、
総
職
員

数
の
削
減
に
取
り
組
む
こ
と
と

し
ま
し
た
。
計
画
で
は
、
平
成

18
年
度
以
降
の
５
年
間
で
、
職

員
１
０
２
人
を
削
減
す
る
こ
と

を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
平
成
19
年
４
月
１
日

〜
平
成
20
年
４
月
１
日
の
間
で
、

事
務
事
業
の
統
合
や
整
理
な
ど

を
行
っ
た
結
果
、
19
人
を
削
減

し
ま
し
た
。

職員数などについて…職員課人事係（1@15505）

給与について……職員課給与厚生係（1@15506）
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職員数などについて…職員課人事係（1@15505）

給与について……職員課給与厚生係（1@15506）



（平成20年４月１日現在） 

（平成20年４月１日現在） 

◆一般職員の給与の内訳 
　(平成19年度一般会計決算額)

◆人件費の割合 
　(平成19年度一般会計決算額)

（平成20年４月１日現在） 

給料(報酬)月額 退職手当 

市　長 1,013,000円 450/100×勤務年数×給料月額 

副市長 785,000円 280/100×勤務年数×給料月額 

議　長 567,000円 

副議長 509,000円 

６月期：2.10月分 
12月期：2.30月分 
（20％の加算措置有り） 

６月期：1.60月分 

12月期：1.70月分 

（20％の加算措置有り） 

◆特別職の報酬など 

期末手当 

※特別職の給料（報酬）などは、公
正を期すため、市内の各分野の代
表者、有識者などで構成する「特
別職報酬等審議会」で審議され、
条例で定められています。 

議　員 451,000円 

◆退職手当 

期別 期末手当 勤勉手当 合計 

自己都合 定年・勧奨 

６月期 1.40月分 0.75月分 2.15月分 

最高限度額 
勤続35年 
勤続25年 
勤続20年 

区分 
59.28月分 
47.50月分 
33.50月分 
23.50月分 

59.28月分 
59.28月分 
41.34月分 
30.55月分 

12月期 1.60月分 0.75月分 2.35月分 

◆期末勤勉手当 

※職制上の段階、職務の等級などによる加算

措置有り。（加算割合5％～15％） 

※職員手当には、退職手当・退職手当

組合負担金は含まれていません。 

※人件費には、一般職員の給与のほか、市

長・副市長の給与、議員など非常勤特別職

の報酬を含んでいます。 

（平成20年４月１日現在） ◆管理職手当・管理職員特別勤務手当 

管理職手当 管理職員特別勤務手当 
部　長 

次長・参事 
課　長 
副参事 

区分 
月額69,000円 
月額55,000円 
月額49,000円 
月額40,000円 

１回につき8,500円 
 

１回につき7,000円 

初任給 
経験年数 
10年 

経験年数 
15年 

経験年数 
20年 

大学卒 178,800円 266,106円 304,567円 350,420円 
高校卒 149,800円 227,700円 274,850円 314,950円 
大学卒 178,800円 271,807円 322,521円 373,752円 

高校卒 144,500円 224,567円 275,327円 309,759円 
三重県 

伊勢市 

区分 

◆職員の初任給・経験年数別給料・平均給料 （平成20年４月１日現在） 

平均給料 
(平均年齢) 

 

354,365円 
(42歳７月)

325,201円 
(40歳９月)

◆級別職員数 

１級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 

標準的な職名 職員 職員 職員 係長 課長補佐 課長 部長 

職員数 

級 

22人 64人 195人 103人 50人 70人 25人 

構成比 4.2% 12.1% 36.9% 19.5% 9.4% 13.2% 4.7%

（平成20年４月１日現在） 

529人 

100.0%

計 

（平成19年度決算額） ◆時間外勤務手当 

支給総額　2億6,816万7千円 
　　　　　（職員１人当たり26万1,882円） 

（平成19年度決算額） ◆特殊勤務手当 

支給総額　2,913万円（職員1人当たり4万8,793円） 
〈手当の種類（平成20年4月1日現在）〉 
　●税務等調査交渉従事手当　　　　●危険業務従事手当  
　●行旅病人、同死亡人取扱手当　　●変則勤務手当  
　●心身障害児通園施設勤務手当　　●消防手当  
　●清掃業務等従事手当　　　　　　●災害時出動手当  
　●公害、防疫業務従事手当 

給与費 
合計68億9,386万円 

職員数 1,127人 

１人当たり611万7千円 

内容 

●配偶者…13,000円　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

●配偶者以外の扶養親族…1人につき6,500円 
　※配偶者がいない場合は、1人目のみ11,000円となります。 
　※16歳～22歳の扶養親族は、1人につき5,000円を加算します。 

●借家・借間居住者…最高支給額27,000円 

●自宅居住者…1,000円（新築・購入後5年間は3,000円） 

●交通機関利用者 

　…定期代を全額支給（1カ月につき55,000円が限度額） 

●交通用具使用者（自家用車など） 

　…片道２km以上で通勤距離に応じて2,500円～16,000円 

◆扶養手当・住居手当・通勤手当（月額） 

扶養手当 

住居手当 

通勤手当 

（平成20年４月１日現在） 

※定年前早期退職特例措置有り。（加算割合2％～20％） 

〈職員1人当たり支給額（平成19年決算額）〉 

　・自己都合　　0,364万7千円   

　・定年・勧奨　2,516万2千円  

給料給料 
4444億375375万1千円千円 

63.9%63.9%

職員手当職員手当 
6億8,2328,232万5千円千円 

9.9%9.9%

　　　　期末勤勉手当期末勤勉手当 
　1818億778778万4千円千円 
　　　　26.2%26.2%

給料 
44億375万1千円 

63.9%

職員手当 
6億8,232万5千円 

9.9%

　　期末勤勉手当 
　18億778万4千円 
　　26.2%

人件費人件費 
9797億2,1922,192万4千円千円 

22.0%22.0%

人件費 
97億2,192万4千円 

22.0%

歳出総額 
441億1,906万5千円 

　　　　　　　　公債費公債費 
5050億6,0276,027万1千円千円 
　　　　　　　　　　11.5%11.5%

　　　そのほか　　　そのほか 
168168億1,1611,161万1千円千円 
　　　　　　38.1%38.1%

　　　　公債費 
50億6,027万1千円 
　　　　　11.5%

　　　そのほか 
168億1,161万1千円 
　　　38.1%

　投資的経費　投資的経費 
6161億2,8892,889万7千円千円 
　　　　　　　　13.9%13.9%

　投資的経費 
61億2,889万7千円 
　　　　13.9%

　扶助費　扶助費 
6363億9,6369,636万2千円千円 
　14.5%14.5%

　扶助費 
63億9,636万2千円 
　14.5%

5 平成20年12月号
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財
政
健
全
化
法
と
は
？

財
政
悪
化
が
進
む
地
方
公
共

団
体
の
財
政
破
た
ん（
倒
産
）を

未
然
に
防
ぐ
た
め
、
地
方
公
共

団
体
が
、
毎
年
度
の
決
算
に
基

づ
き
財
政
状
況
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、

早
期
に
財
政
の
健
全
化
に
取
り

組
め
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目

的
に
制
定
さ
れ
た
法
律
で
す
。

比
率
が
悪
化
す
る
と
？

財
政
状
況
を
計
る
基
準
と
し

て
、
早
期
健
全
化
基
準
と
財
政

再
生
基
準
（
下
表
参
照
）
が
あ

り
ま
す
。
早
期
健
全
化
基
準
は

「
イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
」、
財
政
再

生
基
準
は
「
レ
ッ
ド
カ
ー
ド
」
に

例
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

い
ず
れ
か
の
指
標
が
、
こ
の

基
準
を
上
回
る
と
、
財
政
再
建

に
向
け
た
計
画
を
策
定
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

早
期
健
全
化
基
準
を
上
回
る

場
合
は
、
自
主
的
に
財
政
再
建

を
図
り
、
財
政
再
生
基
準
を
上

回
る
場
合
に
は
、
国
の
管
理
・

指
導
の
も
と
で
財
政
再
建
に
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
な
る
と
、

公
共
料
金
の
値
上
げ
や
行
政
サ

ー
ビ
ス
の
廃
止
な
ど
、
皆
さ
ん

の
暮
ら
し
に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
病
院
な
ど
の
企
業
会

計
で
は
、経
営
健
全
化
基
準（
下

表
参
照
）
を
上
回
る
と
、
経
営

改
善
に
向
け
た
経
営
健
全
化
計

画
を
策
定
し
、
経
営
の
再
建
を

図
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

伊
勢
市
の
状
況
は
？

平
成
19
年
度
決
算
に
基
づ
く

伊
勢
市
の
状
況
は
、
す
べ
て
の

指
標
で
基
準
を
下
回
っ
て
お
り
、

財
政
健
全
化
法
の
指
標
に
よ
る

と
、
健
全
な
財
政
状
況
で
あ
る

と
判
断
で
き
ま
す
。（
下
表
参
照
）

し
か
し
、
財
政
状
況
は
、
こ

れ
ら
の
指
標
の
み
で
判
断
で
き

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

現
在
の
経
済
情
勢
な
ど
を
考

え
る
と
、
伊
勢
市
を
取
り
巻
く

環
境
は
厳
し
く
、
決
し
て
安
心

で
き
る
状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

市
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
よ
う
、今
後
も
健
全
な

財
政
運
営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

平成19年度決算に基づく 

市の財政の健全性 
財政課（1@15529）

「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の

健
全
化
に
関
す
る
法
律
」（
財
政

健
全
化
法
）
が
施
行
さ
れ
、
地

方
公
共
団
体
は
、
毎
年
度
の
決

算
に
基
づ
き
、
財
政
の
健
全
性

を
表
す
指
標
に
よ
り
財
政
状
況

を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
そ
の
値
を
公

表
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ

ま
し
た
。

今
回
は
、
平
成
19
年
度
決
算

に
基
づ
く
伊
勢
市
の
財
政
状
況

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

財政の健全性を表す指標 

指標 

指標 

健
全
化
判
断
比
率 

内容 

内容 

伊勢市の状況 

伊勢市の状況 

早期健全化 
基準 

財政再生 
基準 

実質赤字比率 

 

連結実質赤字比率 

 

実質公債費比率 

 

将来負担比率 

主に一般会計の赤字額を指標化したもので、財政 
運営の深刻度を示します 

資金不足比率 

病院・水道・下水道などの公営企業の

資金不足を、料金収入などの事業規

模と比較したもので、経営状況の深

刻度を示します 

病院事業会計 

水道事業会計 

下水道事業会計 

 

会計名 

認知症対応型 
共同生活介護事業会計 

11.1% 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

11.9% 

62.8%

11.96% 

16.96% 

25.0% 

350.0%

20.00% 

40.00% 

35.0%

20.0%

経営健全化 
基準 

－ 

－ 

－ 

資金不足額は 
発生していません。 

赤字額は発生していません。 

赤字額は発生していません。 

資金不足額は 
発生していません。 

資金不足額は 
発生していません。 

資金不足額は 
発生していません。 

すべての会計の収支を合算した赤字額を指標化し 
たもので、市全体の財政運営の深刻度を示します 

借入金の返済額などの大きさを指標化したもので、 
資金繰りの危険度を示します 

借入金などの残高の程度を指標化したもので、 
将来の財政圧迫度を示します 

農業集落排水事業 
特別会計 

※将来負担比率については、財政再生基準はありません。
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不
登
校
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
原

因
が
絡
み
合
っ
て
起
こ
り
ま
す
。

学
校
へ
「
行
き
た
い
」「
行
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
思
っ

て
い
て
も
行
く
こ
と
が
で
き
な

い
の
は
、
不
安
や
ス
ト
レ
ス
か

ら
無
意
識
の
う
ち
に
自
分
を
守

ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
原
因

で
も
あ
り
ま
す
。

不
登
校
は
、
ど
の
子
ど
も
に

も
起
こ
り
得
る
こ
と
と
し
て
、

周
り
の
大
人
が
サ
イ
ン
を
受
け

止
め
、
よ
き
理
解
者
と
し
て
、

内
に
秘
め
た
思
い
に
耳
を
傾
け

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

＊
　
＊
　
＊
　
＊
　
＊

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
「
Ｎ
Ｅ

Ｓ
Ｔ
」
は
、
学
校
へ
行
き
た
く

て
も
行
け
な
い
子
ど
も
た
ち
の

学
校
外
の
居
場
所
と
し
て
、
教

育
研
究
所
内
に
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。

Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
で
は
、
大
人
が
子

ど
も
た
ち
に
寄
り
添
う
こ
と
で
、

人
と
人
と
が
か
か
わ
る
喜
び
を

感
じ
て
も
ら
い
、
安
心
し
て
過

ご
す
こ
と
が
で
き
る
教
室
づ
く

り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
も
の
づ
く
り
体
験
・

宿
泊
体
験
な
ど
を
通
し
て
、
生

活
の
活
力
を
高
め
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
支
援
し
て
い
ま
す
。

＊
　
＊
　
＊
　
＊
　
＊

子
ど
も
た
ち
が
過
ご
す
教
室

は
、「
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
伊
勢
」（
小
俣

総
合
支
所
３
階
）
と
「
Ｎ
Ｅ
Ｓ

Ｔ
沼
木
」
（
上
野
町
）
の
２
カ

所
で
す
。

Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
伊
勢
は
、
伊
勢
の

町
並
み
や
山
々
を
見
渡
す
こ
と

が
で
き
る
広
々
と
し
た
教
室
で

す
。
子
ど
も
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
状
況
に
応
じ
た
学
習
や
、

興
味
の
あ
る
こ
と
に
取
り
組
ん

だ
り
、
ゲ
ー
ム
や
軽
い
ス
ポ
ー

ツ
な
ど
を
通
し
て
交
流
を
深
め

た
り
し
て
い
ま
す
。

「
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
沼
木
」は
、
火
曜

日
と
金
曜
日
の
移
動
教
室
で
す
。

広
々
と
し
た
運
動
場
で
の
ス
ポ

ー
ツ
、
畑
で
の
農
作
物
の
栽
培

な
ど
、
豊
か
な
自
然
環
境
の
中

で
の
体
験
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
な
お
、
子
ど
も
た
ち
の
移

動
に
つ
い
て
は
、
ス
ク
ー
ル
バ

ス
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

＊
　
＊
　
＊
　
＊
　
＊

Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
で
は
、
こ
れ
ら
の

活
動
を
通
し
て
、
学
校
と
の
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
学
校
復
帰

や
社
会
的
自
立
を
目
指
し
ま
す
。

不
登
校
で
悩
ん
で
い
る
小
・

中
学
生
の
保
護
者
の
皆
さ
ん
、

一
人
で
悩
ま
ず
気
軽
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

※
「
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
」
に
は
、
「
鳥

た
ち
の
巣
（
ネ
ス
ト
）
の
よ
う

に
、
安
心
し
て
落
ち
着
く
こ
と

が
で
き
る
暖
か
い
場
所
」
と
い

う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

教
育
研
究
所
内
・
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
「
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
」（
1
@2
７
９
０
１
）

ネ
　
ス
　
ト

学
校
へ
行
き
た
く
て
も

行
け
な
い
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
…

冬
は
、
空
気
が
冷
た
く
て
澄

ん
で
い
る
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
。

し
か
し
、
ビ
ル
や
家
庭
で
の

暖
房
使
用
量
や
自
動
車
交
通
量

が
増
え
る
時
季
で
あ
り
、ま
た
、

冬
特
有
の
気
象
条
件
な
ど
に
よ

り
、
窒
素
酸
化
物（
NOx
）の
濃
度

が
特
に
高
く
な
る
季
節
で
す
。

空
気
が
汚
れ
る
の
を
抑
え
る

た
め
に
は
、
わ
た
し
た
ち
一
人

一
人
が
、
身
近
な
生
活
を
見
直

す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

き
れ
い
な
空
を
子
ど
も
た
ち

に
引
き
継
ぐ
た
め
に
、
次
の
こ

と
か
ら
始
め
て
み
て
く
だ
さ
い
。

●

暖
房
は
控
え
目
に
し
、ま
た
、

小
ま
め
な
節
電
に
取
り
組
み
ま

し
ょ
う

●

ア
イ
ド
リ
ン
グ
・
ス
ト
ッ
プ

を
実
行
し
ま
し
ょ
う

●

車
の
エ
ン
ジ
ン
の
空
吹
か
し

や
、
急
発
進
・
急
加
速
は
や
め

ま
し
ょ
う

屋
外
焼
却
や
、
簡
単
な
焼
却

炉
で
家
庭
ご
み
を
焼
却
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
を
燃
や

す
と
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
が
発
生

し
た
り
、
煙
や
悪
臭
な
ど
で
近

所
の
迷
惑
に
も
な
る
た
め
、
分

別
し
て
市
の
ご
み
収
集
に
出
し

て
く
だ
さ
い
。

悪
質
な
違
反
者
に
対
し
て
は
、

法
律
に
基
づ
き
罰
則
が
科
せ
ら

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
農
作
物
の
凍
霜

と
う
そ
う

害
を
防
止
す

る
た
め
の
稲
わ
ら
の
焼
却
、
あ

ぜ
道
の
雑
草
や
下
枝
の
焼
却
、

し
め
縄
・
門
松
な
ど
を
た
く
行

事
、
落
ち
葉
た
き
、
キ
ャ
ン
プ

フ
ァ
イ
ヤ
ー
な
ど
、
一
部
の
屋

外
焼
却
行
為
は
例
外
と
し
て
認

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

生
活
環
境
を
考
え
、
む
や
み
に

焼
却
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

1212月は月は 

大気汚染防止大気汚染防止 

推進月間推進月間 

 

1212月は月は 

大気汚染防止大気汚染防止 

推進月間推進月間 

 

12月は 

大気汚染防止 

推進月間 

環境課（1@15542）
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「ひとつ前の地震」東南海地震とは？
忘れてはいけない！64年前の教訓 忘れてはいけない！64年前の教訓 

「ひとつ前の地震」東南海地震とは？ 

危機管理課（1@15523）

12
月
７
日
、
前
回
の
東
南
海

地
震
が
発
生
し
て
か
ら
、
64
年

に
な
り
ま
す
。

「
い
つ
発
生
し
て
も
お
か
し
く

な
い
」
と
言
わ
れ
て
い
る
東
海

地
震
は
も
ち
ろ
ん
、
伊
勢
市
に

大
き
な
影
響
を
与
え
る
で
あ
ろ

う
東
南
海
地
震
も
、
今
後
30
年

以
内
に
発
生
す
る
確
率
は
60
％

〜
70
％
ま
で
上
昇
し
て
い
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
は
、
今
世
紀
前

半
に
は
発
生
す
る
と
い
わ
れ
て

い
る
「
次
の
巨
大
地
震
」
に
少

し
ず
つ
近
づ
い
て
い
ま
す
。

次
の
地
震
を
乗
り
越
え
る
た

め
に
は
、「
ひ
と
つ
前
の
地
震
」

の
貴
重
な
教
訓
を
忘
れ
る
こ
と

な
く
、
一
人
一
人
が
日
ご
ろ
で

き
る
こ
と
か
ら
地
震
対
策
に
取

り
組
む
こ
と
が
大
切
で
す
。

１
９
４
４（
昭
和
19
）年
12
月

７
日
、
午
後
１
時
36
分
頃
、
熊

野
灘
を
震
源
と
し
て
発
生
し
た
、

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・
９
の
海

溝
型
巨
大
地
震
で
、
１
０
０
年

〜
１
５
０
年
お
き
に
発
生
し
て

い
る
東
海
地
震
、
東
南
海
・
南

海
地
震
の
１
つ
で
す
。

三
重
県
内
の
被
害

県
内
は
最
大
震
度
６
の
激
し

い
揺
れ
に
襲
わ
れ
、
熊
野
灘
沿

岸
に
は
、
地
震
発
生
後
短
時
間

の
う
ち
に
最
大
約
10
ｍ
の
大
津

波
が
押
し
寄
せ
ま
し
た
。

第
一
波
が
お
さ
ま
っ
た
後
、

家
財
を
取
り
に
家
へ
戻
っ
た
人

た
ち
が
、
そ
の
直
後
に
来
た
津

波
に
の
み
込
ま
れ
、
多
く
の
命

が
失
わ
れ
ま
し
た
。

県
内
全
体
で
は
、
死
者
３
８

９
人
、
負
傷
者
６
０
８
人
、
全

壊
家
屋
１
６
２
７
棟
、
半
壊
家

屋
４
２
１
０
棟
、
流
失
家
屋
２

７
５
９
棟
の
甚
大
な
被
害
と
な

り
ま
し
た
。

伊
勢
市
内
の
被
害

当
時
の
宇
治
山
田
市
内
は
、

一
部
が
震
度
６
の
激
し
い
揺
れ

に
襲
わ
れ
た
と
推
定
さ
れ
て
お

り
、
市
内
全
体
の
被
害
は
、
死

者
・
行
方
不
明
者
10
人
、
負
傷

者
29
人
、全
壊
家
屋
２
２
８
棟
、

半
壊
家
屋
１
４
２
５
棟
で
し
た
。

大
湊
で
は
、
地
震
発
生
か
ら

約
20
分
後
に
、
約
２
ｍ
の
津
波

が
押
し
寄
せ
、
市
内
全
体
で
１

５
０
棟
を
超
え
る
家
屋
が
流
失

し
ま
し
た
。

前回の東南海地震後の津市内の様子

（提供：三重県、撮影：太田金典さん）

前回の東南海地震後の尾鷲市内の様子

（提供：三重県、撮影：太田金典さん）

前回の東南海地震後の津市内の様子

（提供：三重県、撮影：太田金典さん）

「
ひ
と
つ
前
の
地
震
」

東
南
海
地
震
と
は
？

戦
時
中
に
発
生
し
た
地
震

東
南
海
地
震
は
、
太
平
洋
戦

争
中
の
厳
重
な
情
報
統
制
が
行

わ
れ
て
い
る
中
で
発
生
し
た
た

め
、新
聞
報
道
な
ど
も
少
な
く
、

今
で
も
、
地
震
の
全
体
像
は
十

分
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
被
害
数
も
文
献
に
よ
り

大
き
く
異
な
っ
て
い
ま
す
。

聞
こ
え
て
い
ま
す
か
？

防
災
行
政
無
線

市
で
は
、
緊
急
防
災
情
報
を

い
つ
で
も
放
送
で
き
る
よ
う
、

ス
ピ
ー
カ
ー
を
含
む
無
線
機
器

の
点
検
・
確
認
の
た
め
に
、
午

後
５
時
（
御
薗
地
区
は
午
後
５

時
15
分
）
に
、
音
楽
ま
た
は
チ

ャ
イ
ム
を
流
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
老
朽
化
や
落
雷
に

よ
っ
て
放
送
が
聞
こ
え
な
く
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

今
ま
で
聞
こ
え
て
い
た
音
が

聞
こ
え
な
い
・
雑
音
が
入
る
な

ど
、
何
か
気
付
い
た
こ
と
が
あ

れ
ば
、
危
機
管
理
課
へ
知
ら
せ

て
く
だ
さ
い
。
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何
よ
り
も
ま
ず

住
ま
い
の
耐
震
化

県
の
被
害
想
定
に
よ
れ
ば
、

次
の
巨
大
地
震
で
は
、
最
大
震

度
６
強
の
揺
れ
が
少
な
く
と
も

１
分
間
以
上
続
き
、
市
内
の
建

物
の
７
棟
に
１
棟
は
、
全
半
壊

す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、

目
の
前
で
家
の
下
敷
き
に
な
っ

た
人
が
声
を
出
し
て
い
る
の
に
、

火
の
手
が
迫
っ
て
助
け
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
無
念

な
出
来
事
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
悲
劇
を
繰
り
返

さ
な
い
た
め
に
、
ま
た
、
大
切

な
家
族
の
命
を
守
る
た
め
に
、

何
よ
り
も
ま
ず
、
耐
震
診
断
や

耐
震
補
強
に
よ
り
、
安
全
・
安

心
な
わ
が
家
の
地
震
対
策
に
取

り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。

50
㎝
の
津
波
で
も
危
険
！

津
波
を
待
つ
な

今
か
ら
25
年
前
の
１
９
８
３

（
昭
和
58
）年
、
日
本
海
中
部
地

震
の
際
、
釣
り
客
が
50
㎝
程
度

の
津
波
に
巻
き
込
ま
れ
、
命
を

落
と
す
と
い
う
事
例
が
あ
り
ま

し
た
。

わ
ず
か
50
㎝
程
度
で
も
、
津

波
の
流
れ
に
巻
き
込
ま
れ
た
ら
、

大
人
で
も
助
か
り
ま
せ
ん
。

海
の
近
く
で
揺
れ
を
感
じ
た

ら
、
急
い
で
安
全
な
高
い
場
所

へ
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

家
の
中
に
も
危
険
が
…

家
具
の
固
定
も
忘
れ
ず
に

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、

住
宅
の
倒
壊
だ
け
で
な
く
、
倒

れ
た
家
具
の
下
敷
き
に
な
っ
て

多
く
の
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。

近
年
国
内
で
発
生
し
た
主
な

地
震
で
の
け
が
の
原
因
の
３
割

〜
５
割
は
、
家
具
の
転
倒
に
よ

る
も
の
で
す
。

家
具
の
転
倒
は
、
避
難
の
遅

れ
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

わ
が
家
の
地
震
対
策
と
し
て
、

家
の
中
で
倒
れ
そ
う
な
家
具
の

固
定
に
、
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
く
だ
さ
い
。

救
援
は
す
ぐ
に
は
来
な
い
！

最
低
３
日
分
の
備
蓄
を

近
年
国
内
で
発
生
し
た
地
震

と
は
異
な
り
、
次
の
巨
大
地
震

で
は
、
被
害
が
極
め
て
広
範
囲

に
わ
た
る
と
想
定
さ
れ
る
た

め
、
外
部
か
ら
の
救
援
は
す
ぐ

に
は
期
待
で
き
ま
せ
ん
。

救
援
が
来
る
ま
で
の
生
活
を

支
え
る
た
め
に
、
各
家
庭
で
少

な
く
と
も
３
日
分
の
飲
料
水
や

食
料
な
ど
、
家
族
の
好
み
に
合

っ
た
物
を
、
日
ご
ろ
か
ら
備
蓄

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

特
に
、
眼
鏡
や
普
段
飲
ん
で

い
る
薬
な
ど
、
ほ
か
で
は
用
意

で
き
な
い
よ
う
な
も
の
は
、
忘

れ
ず
に
準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

最
も
重
要
な
「
自
助
」

家
族
間
で
の
安
否
確
認

地
震
は
、
い
つ
・
ど
こ
で
起

こ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。ま
た
、

家
族
が
一
緒
に
居
る
と
き
に
起

こ
る
と
も
限
り
ま
せ
ん
。

い
ざ
と
い
う
と
き
に
慌
て
な

い
た
め
に
も
、
被
災
し
た
と
き

の
集
合
場
所
や
緊
急
連
絡
先
な

ど
に
つ
い
て
、
日
ご
ろ
か
ら
家

族
で
話
し
合
う
機
会
を
つ
く
り

ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
家
族
の
安
否
確
認
を

ス
ム
ー
ズ
に
行
う
た
め
に
も
、

家
族
全
員
が
「
災
害
用
伝
言
ダ

イ
ヤ
ル
『
１
７
１
』」
を
使
え
る

よ
う
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

※
災
害
用
伝
言
ダ

イ
ヤ
ル
は
、
毎
月

１
日
な
ど
に
体
験

で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。

木
造
住
宅
無
料
耐
震
診
断
の

申
し
込
み
は
お
早
め
に
！

今
年
度
の
木
造
住
宅
無
料
耐

震
診
断
の
申
し
込
み
期
限
は
、

12
月
19
日
（金）
で
す
。

対
象
と
な
る
住
宅
な
ど
詳
し

く
は
、「
広
報
い
せ
」
５
月
号
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
危
機
管
理

課
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

新潟県中越地震（2004年10月23日発生）で

の住宅被害状況（撮影：三重県）

宮城県北部の地震（2003年7月26日発生、最大

震度6強）の際に転倒した家具（撮影：三重県）

能登半島地震（2007年3月25日発生）で

の住宅被害状況（撮影：三重県）

「
震
度
６
強
」・
市
内
の
建
物
の

７
分
の
１
は
全
半
壊

「
次
の
巨
大
地
震
」
を

乗
り
越
え
る
た
め
に



に
、
活
動
量
が
減
り
、
心
身
機

能
が
低
下
し
、
寝
た
き
り
や
認

知
症
に
つ
な
が
る
恐
れ
も
あ
り

ま
す
。

転
倒
骨
折
を
予
防
す
る
に
は
、

転
ば
な
い
体
づ
く
り
が
大
切
で

す
。立

つ
・
座
る
・
歩
く
・
階
段

の
上
り
下
り
を
す
る
な
ど
の
日

常
生
活
の
基
本
的
な
活
動
に
は
、

特
に
、
下
半
身
の
筋
力
が
大
切

で
す
。
下
半
身
の
筋
肉
を
鍛
え

る
体
操
や
運
動
を
、
毎
日
の
習

慣
に
し
ま
し
ょ
う
。

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
、
い

く
つ
に
な
っ
て
も
、
手
軽
に
始

め
ら
れ
、
効
果
を
得
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

高
齢
期
を
迎
え
て
も
、
自
分

ら
し
く
、
生
き
生
き
と
し
た
生

活
を
続
け
る
た
め
に
は
、
生
活

全
般
を
活
発
に
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
元
気
な
う
ち
か
ら
介

護
予
防
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

今
回
は
、
毎
日
の
生
活
の
中

で
実
践
で
き
る
具
体
的
な
取
り

組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

高
齢
に
な
る
と
転
倒
し
や
す

く
な
り
ま
す
。

転
倒
は
、
骨
折
や
閉
じ
こ
も

り
な
ど
、身
体
的
・
精
神
的
に
さ

ま
ざ
ま
な
悪
影
響
を
与
え
ま
す
。

転
倒
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け

■
も
も
上
げ

①
も
た
れ
ず
に
い
す
に
座
る

②
座
っ
た
ま
ま
、
ひ
ざ
を
胸
に

近
づ
け
る
よ
う
に
上
げ
、
２
秒

〜
３
秒
間
保
つ

■
ひ
ざ
伸
ば
し

①
も
た
れ
ず
に
い
す
に
座
る

②
ひ
ざ
が
し
っ
か
り
と
伸
び
る

よ
う
に
足
を
上
げ
、
２
秒
〜
３

秒
間
保
つ

■
横
上
げ

①
足
を
20
㎝
程
度
に
開
き
、
軽

く
い
す
に
手
を
置
い
て
立
つ
　
　

②
体
を
倒
さ
ず
に
、
足
を
ゆ
っ

く
り
と
横
に
上
げ
、
２
秒
〜
３

秒
間
保
つ

■
つ
ま
先
立
ち

①
い
す
の
背
に
軽
く
手
を
置
き
、

両
足
を
そ
ろ
え
て
立
つ

②
か
か
と
を
で
き
る
だ
け
高
く

上
げ
、
２
秒
〜
３
秒
間
保
つ

運
動
す
る
と
き
の
注
意
点

▼
事
前
に
、
か
か
り
つ
け
医
な

ど
の
診
断
を
受
け
、
自
分
の
体
の

状
態
を
よ
く
把
握
し
ま
し
ょ
う

▼
準
備
運
動
を
行
い
ま
し
ょ
う

▼
鍛
え
て
い
る
筋
肉
（
イ
ラ
ス

ト
の
赤
色
部
分
）
を
意
識
し
て

行
う
と
効
果
的
で
す

▼
呼
吸
を
止
め
ず
に
、
ゆ
っ
く

り
行
う
こ
と
が
大
切
で
す

▼
体
力
・
健
康
状
態
に
応
じ
て
、

運
動
の
回
数
や
頻
度
な
ど
を
調

整
し
ま
し
ょ
う

▼
で
き
る
だ
け
毎
日
続
け
ま
し

ょ
う

▼
水
分
補
給
を
し
ま
し
ょ
う

高
齢
に
な
る
と
、
口
の
ま
わ

り
の
筋
肉
が
弱
く
な
っ
た
り
、

唾
液

だ

え

き

が
出
に
く
く
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
か
む
力
や
飲
み

込
む
力
が
衰
え
た
り
、
誤
え
ん

性
肺
炎
（
唾
液
や
食
べ
物
が
肺
に

入
っ
て
発
症
す
る
肺
炎
）
を
引
き

起
こ
す
な
ど
、
全
身
の
健
康
に
影

響
を
及
ぼ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

その3

〜
介
護
予
防
に 

　
　
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
〜 

い
く
つ
に
な
っ
て
も

い
く
つ
に
な
っ
て
も    

元
気
で
い
き
い
き
！

元
気
で
い
き
い
き
！ 

い
く
つ
に
な
っ
て
も

い
く
つ
に
な
っ
て
も  

元
気
で
い
き
い
き
！

元
気
で
い
き
い
き
！ 

い
く
つ
に
な
っ
て
も  

元
気
で
い
き
い
き
！ 

健
康
課
（
1
@7
２
４
３
５
）

毎
日
の
生
活
に

運
動
を
取
り
入
れ
ま
し
ょ
う

口
の
健
康
を
保
ち
ま
し
ょ
う

●左右交互に10回
●１日１回～２回程度

※
つ
ま
先
は
、
ま
っ
す

ぐ
前
に
向
け
、
外
向
き

に
な
ら
な
い
よ
う
に
注

意
す
る
。

●左右交互に10回
●１日１回～２回程度

●10回
●１日１回～２回程度

●左右交互に10回
●１日１回～２回程度

10平成20年12月号

自
宅
で
　
　
　
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

自
宅
で
　
　
　
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ 

自
宅
で
　
　
　
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

自
宅
で
　
　
　
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ 

自
宅
で
　
　
　
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ 

単 単 単 

簡 簡 簡 



※舌の動きを意識する

●１つの動作につき５回
●１日３回程度、毎食前に行うと効果的

●１つの動作に

つき10秒程度、

３回繰り返す
●１日１回程度、

朝起きたときに

行うのが効果的

1

2

23 1

■
舌
の
体
操

舌
の
動
き
や
働
き
が
良
く
な

る
た
め
、
飲
み
込
み
や
す
く
な

り
、
ま
た
、
唾
液
が
出
や
す
く
な

る
た
め
口
の
中
が
渇
き
に
く
く
、

食
べ
物
も
残
ら
な
く
な
り
ま
す
。

①
舌
を
思
い
切
り
出
し
た
り
、

引
っ
込
め
た
り
す
る

②
舌
を
で
き
る
だ
け
前
に
出
し

な
が
ら
左
右
に
動
か
す

③
口
の
周
り
を
な
め
る
よ
う
に

舌
を
回
す

口
の
体
操
で
、
舌
・
唇
、
ほ

お
・
の
ど
の
筋
肉
を
鍛
え
て
、

口
の
働
き
や
え
ん
下げ

（
飲
み
込

み
）
機
能
を
維
持
・
向
上
し
、

口
の
健
康
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

※
回
数
は
目
安
で
す
の
で
、
無

理
せ
ず
自
分
の
ペ
ー
ス
で
行
い

ま
し
ょ
う
。

■
顔
の
筋
肉
の
体
操

唇
や
ほ
お
を
動
か
す
こ
と

で
、
食
べ
る
・
話
す
・
笑
う
こ

と
な
ど
に
必
要
な
神
経
や
筋
肉

の
動
き
が
活
発
に
な
り
ま
す
。

①
ほ
お
を
ふ
く
ら
ま
し
て
、
す

ぼ
め
る

②
口
を
大
き
く
開
け
て
、
閉
じ
る

高
齢
期
は
、
心
身
の
老
化
や

親
し
い
人
と
の
離
別
な
ど
に
よ

り
喪
失
感
を
抱
く
こ
と
が
多
く
、

意
欲
が
減
退
し
や
す
い
時
期
で

す
。
そ
の
た
め
、
閉
じ
こ
も
り
が

ち
に
な
っ
た
り
、
脳
を
使
わ
な
い

生
活
を
続
け
て
い
る
と
、
認
知

症
が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

認
知
症
に
な
る
と
、
自
分
ら

し
く
生
活
す
る
こ
と
が
困
難
に

な
る
な
ど
、
日
常
生
活
に
大
き

な
影
響
を
与
え
ま
す
。

し
か
し
、認
知
症
の
中
に
は
、

生
活
の
仕
方
を
改
善
す
る
こ
と

に
よ
り
、
予
防
で
き
る
も
の
が

あ
り
ま
す
。

趣
味
・
人
付
き
合
い
・
生
き
が

い
・
定
期
的
な
運
動
習
慣
な
ど

が
な
い
「
ナ
イ
ナ
イ
づ
く
し
」
の

生
活
を
続
け
て
い
る
と
、
脳
が

刺
激
不
足
と
な
り
、
認
知
症
が

起
こ
っ
て
き
ま
す
。

認
知
症
予
防
の
た
め
に
は
、

生
活
の
中
で
、
積
極
的
に
頭
や

体
を
使
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

◆
生
き
が
い
や
趣
味
を
持
と
う

楽
し
く
て
や
め
ら
れ
な
い
趣

味
や
思
考
力
が
必
要
な
趣
味

は
、
認
知
症
予
防
に
効
果
が
あ

り
ま
す
。

将
棋
・
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
・

歌
・
園
芸
・
手
芸
な
ど
、
何
で

も
挑
戦
し
ま
し
ょ
う

◆
人
付
き
合
い
を
大
切
に
し
よ
う

人
と
交
流
す
る
と
、
脳
が
活

発
に
働
き
ま
す
。

家
族
や
友
人
、
い
ろ
い
ろ
な

世
代
の
人
と
積
極
的
に
話
し
ま

し
ょ
う
。

◆
毎
日
、
運
動
を
し
よ
う

足
腰
が
弱
れ
ば
脳
も
弱
り
ま

す
。毎

日
５
０
０
０
歩
を
目
標
に
、

歩
く
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

◆
毎
日
、
仕
事
を
し
よ
う

畑
仕
事
・
庭
の
手
入
れ
・
掃

除
な
ど
、
家
庭
の
中
で
自
分
の

役
割
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

◆
日
記
を
つ
け
よ
う

今
日
何
を
し
て
何
を
感
じ
た

か
を
思
い
出
し
て
書
く
こ
と
は
、

脳
を
と
て
も
活
性
化
さ
せ
ま
す
。

慣
れ
て
き
た
ら
、
少
し
行
数

を
増
や
し
た
り
、
１
日
遅
れ
の

日
記
に
挑
戦
し
ま
し
ょ
う
。

◆
外
出
・
旅
行
は
進
ん
で
し
よ
う

旅
行
は
、
五
感
を
刺
激
す
る

こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

き
れ
い
な
景
色
を
見
る
・
お

い
し
い
物
を
食
べ
る
な
ど
、
普

段
の
生
活
と
異
な
る
体
験
は
、

脳
の
活
性
化
に
最
適
で
す
。

※
認
知
症
も
早
期
発
見
が
大
切

で
す
。
認
知
症
か
も
し
れ
な
い

と
思
っ
た
ら
、
早
い
段
階
で
、

か
か
り
つ
け
医
な
ど
、
専
門
機

関
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

健
康
課
で
は
、
保
健
師
が
地

域
の
公
民
館
な
ど
に
出
向
い
て
、

介
護
予
防
の
話
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。

自
治
会
や
地
域
の
仲
間
の
集

い
な
ど
で
、
希
望
が
あ
る
場
合

は
、
健
康
課
へ
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

お
口
元
気
体
操
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認
知
症
予
防
の

生
活
の
す
す
め

認
知
症
を
寄
せ
付
け
な
い

生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う

認
知
症
を
寄
せ
付
け
な
い

生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
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高
齢
化
社
会
の
進
展
に
よ
り

公
的
年
金
受
給
者
が
増
加
す
る

中
、
納
税
の
利
便
性
を
図
る
た

め
、
市
・
県
民
税
の
公
的
年
金

か
ら
の
特
別
徴
収(

天
引
き)

が

始
ま
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
市
・
県
民
税
の
徴

収
の
方
法
が
変
更
と
な
る
も
の

で
あ
り
、
税
額
を
変
更
す
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
す
べ
て
の
年
金
受
給

者
が
特
別
徴
収
に
な
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

対
象

市
・
県
民
税
の
納
税
義

務
者
の
う
ち
、
前
年
中
に
公
的

年
金
等
の
給
付
を
受
け
、
当
該

年
度
の
４
月
１
日
に
老
齢
基
礎

年
金
等
の
給
付
を
受
け
て
い
る

65
歳
以
上
の
人

※
た
だ
し
、
次
に
該
当
す
る
場

合
は
、
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

●

老
齢
基
礎
年
金
等
の
年
額
が

18
万
円
未
満
で
あ
る

●

当
該
年
度
の
市
・
県
民
税
の

特
別
徴
収
税
額
が
、
老
齢
基
礎

年
金
等
の
年
額
を
超
え
る

対
象
税
額

公
的
年
金
等
に
か

居
住
し
て
い
な
い
都
道
府
県

や
市
区
町
村
に
も
納
税(

ふ
る
さ

と
納
税)

し
た
い
と
い
う
思
い
を

実
現
す
る
た
め
、
寄
附
金
制
度

が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

寄
附
金
控
除
の
限
度
額
な
ど
が
、

下
表
の
と
お
り
拡
充
さ
れ
ま
し

た
。控

除
を
受
け
る
た
め
に
は
、

寄
附
金
の
支
払
い
先
か
ら
発
行

さ
れ
る
受
領
証
明
書
な
ど
を
添

え
て
、
所
得
税
の
確
定
申
告
ま

た
は
市
・
県
民
税
の
申
告
を
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

適
用
開
始
時
期

平
成
20
年
１

月
１
日
以
降
に
支
払
わ
れ
た
寄

附
金

か
る
所
得
に
対
す
る
所
得
割
額
・

均
等
割
額

特
別
徴
収
開
始
時
期

平
成
21

年
10
月
支
給
分
か
ら

※
対
象
者
へ
は
、
６
月
に
税
額

決
定
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。

住
宅
借
入
金
等
特
別
税

額
控
除
の
申
告
期
限
は
、

毎
年
３
月
15
日
で
す
。

し
か
し
、
市
長
が
や
む

を
得
な
い
理
由
が
あ
る
と

認
め
た
場
合
は
、
そ
れ
以

降
の
申
告
で
も
適
用
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

申
告
忘
れ
が
あ
る
場
合

な
ど
は
、
課
税
課
市
民
税

係
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

平成21年度 

市・県民税の改正などのお知らせ 市・県民税の改正などのお知らせ 
市民税について………課税課市民税係（1@15534）

固定資産税について…課税課固定資産税係（1@15533）

【参考】所得税での取り扱い

次のいずれか低い方の金額が「所得税の寄附金控除額」

として、その年の所得金額から所得控除されます。

●地方公共団体などに対する寄附金合計額－5,000円

●その年の総所得金額等×40％－5,000円

※確定申告をしなければ、所得税からの控除は受けられ

ません。

公
的
年
金
か
ら
の
市
・
県
民

税
の
特
別
徴
収
を
実
施

寄
附
金
制
度
の
拡
充

（
ふ
る
さ
と
納
税
な
ど
）

住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除

申
告
書
の
提
出
期
限
が
緩
和

市・県民税での寄附金控除（寄附金税制の改正内容） 

※1…基本控除とは、地方税法に規定される寄附金すべてに適用される寄附金控除です。    
※2…特例控除とは、都道府県や市町村に寄附した場合のみ適用される寄附金控除の加算額です。   
※3…所得税の限界税率とは、寄附者に適用される所得税の最も高い税率(0％～40％)です。 

改正後 

税額から控除する税額控除方式 

（寄附金控除対象額－5,000円)×10％ 

(寄附金－5,000円)×(90％－所得税の限界税率※3) 
※ただし、市・県民税の所得割額の1割が限度。 

控除額 

総所得金額・退職所得金額・山林所得金額の合計額の30％ 

5,000円 

改正前 

総所得金額等から控除する所得控除方式 

寄附金控除の適用下限額 

控除方式 

控除限度額 

基本控除※1

特例控除※2

寄附金控除対象額－10万円 

制度なし 

総所得金額等の25％ 

10万円 
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平
成
19
年
３
月
31
日
以
前
に

取
得
し
た
減
価
償
却
資
産
で
、

ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
と
は
、
地
方
税

に
関
す
る
手
続
き
を
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
電
子
的

に
行
う
シ
ス
テ
ム
で
す
。

市
で
は
、
平
成
21
年
１
月
５

日
（月）
か
ら
、
次
の
市
税
に
つ
い

て
、
電
子
申
告
の
受
け
付
け
を

開
始
し
ま
す
。

対
象

●

個
人
市
民
税
（
給
与
支
払
報

告
書
・
特
別
徴
収
に
関
す
る
手

続
き
）

●

法
人
市
民
税

●

固
定
資
産
税
（
償
却
資
産
）

※
電
子
申
告
を
利
用
す
る
場
合

は
、
12
月
15
日
（月）
以
降
に
、ｅ
Ｌ

Ｔ
Ａ
Ｘ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

w
w
w
.eltax

.jp

）か
ら
、
利
用
届

け
出
な
ど
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
に
つ
い
て
の

問
い
合
わ
せ
先

●
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

●

サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク
（
1
０
５

７
０
・
０
８
１
４
５
９
）

市
で
は
、
地
域
福
祉
計
画
を

策
定
し
て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
反

映
さ
せ
る
た
め
、
10
月
に
は
一

般
・
中
学
生
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
11
月
に
は

24
小
学
校
区
で
地
域
懇
談
会
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
・
地

域
懇
談
会
で
浮
き
彫
り
と
な
っ

た
地
域
の
課
題
や
提
案
さ
れ
た

ア
イ
デ
ア
を
テ
ー
マ
別
に
分
類

し
、
よ
り
専
門
的
・
総
合
的
に

検
討
を
行
う
た
め
、
次
の
５
つ

の
専
門
部
会
を
設
置
し
ま
す
。

５
つ
の
専
門
部
会

●

生
き
が
い
づ
く
り
・
社
会
参

加
に
関
す
る
部
会

●

子
ど
も
に
関
す
る
部
会

●

助
け
合
い
・
思
い
や
り
に
関

す
る
部
会

●

安
心
・
安
全
に
関
す
る
部
会

●

健
康
づ
く
り
に
関
す
る
部
会

専
門
部
会
は
、
社
会
福
祉
団

体
・
福
祉
事
業
者
・
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
・
市
民
の
皆
さ
ん
な
ど
で

構
成
し
、
解
決
策
と
と
も
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
や
連
携
方
法

に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

興
味
の
あ
る
人
は
、
ぜ
ひ
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象

市
内
在
住
の
18
歳
以
上

（
平
成
20
年
４
月
１
日
現
在
）
で
、

地
域
福
祉
に
関
心
が
あ
る
人

定
員

各
部
会
３
人
程
度
（
申

し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

申
し
込
み

12
月
10
日
（水）
ま
で

に
、応
募
用
紙(

生
活
支
援
課
に

あ
り
ま
す)

を
生
活
支
援
課
へ

ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ

市
税
の
電
子
申
告
が
開
始

償
却
済
み
資
産
の

取
り
扱
い
の
変
更

エ

ル

タ

ッ

ク

ス

【算式】（取得価額－取得価額の95％相当額－1円）÷5＝減価償却費

【例】平成10年1月1日に100万円で取得し、旧定額法で処理した場合で、事業専用

割合は100％、耐用年数が６年とした場合（償却率0.166）

平成16年分において、前年末までの減価償却費の償却可能限度額に達してい

ますが、平成20年分から5年間の均等償却を行います。

■平成20年～平成24年の５年間の減価償却費の額

(1,000,000円－950,000円－1円)÷5＝10,000円（Ａ）

※ただし、償却できるのは、未償却残高が1円になるまでであるため、平成24

年分の減価償却費は、9,999円（Ｂ）となります。

平成24年分 

（B） 
9,999円 

10,000円 

1円 

平成23年分 

10,000円 

20,000円 

10,000円 

平成22年分 

10,000円 

30,000円 

20,000円 

平成21年分 

10,000円 

40,000円 

30,000円 

平成20年分 

（A） 
10,000円 

50,000円 

1,000,000円 

40,000円 

… 

… 

… 

平成16年分 

53,600円 0円 

103,600円 

50,000円 

平成15年分 

149,400円 

253,000円 

103,600円 

… 

… 

… 

… 

平成10年分 

149,400円 

－ 

850,600円 

年分 

期首 
未償却残高 

期末 
未償却残高 

減価償却費 

取得価額 

５
％
を
残
し
て
償
却
が
終
了
し

た
分
に
つ
い
て
は
、
平
成
20
年

分
以
後
５
年
間
で
均
等
に
１
円

ま
で
償
却
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

専
門
部
会
の

参
加
者
を
募
集

専
門
部
会
の

参
加
者
を
募
集

地
域
福
祉
計
画
専
門
部
会
を 

設
置 

生
活
支
援
課
（
1
@1
５
５
５
７
）

※
固
定
資
産
税
に
お
け
る
償
却

資
産
は
、
従
来
ど
お
り
５
％
ま

で
の
償
却
で
す
。
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を
紹
介
し
ま
す
。

今
年
は
、
ご
み
の
ポ
イ
捨
て

や
家
電
製
品
な
ど
の
不
法
投
棄

を
や
め
る
よ
う
に
訴
え
た
作
品

が
３
点
受
賞
し
ま
し
た
。

ポ
イ
捨
て
や
不
法
投
棄
は
絶

対
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

ま
た
、「
ひ
ろ
え
ば
心
キ
レ

イ
だ
よ
」と
訴
え
た
作
品
も
わ
た

小
・
中
学
生
が
描
い
た
環
境

リ
サ
イ
ク
ル
ポ
ス
タ
ー
の
優
秀

作
品
が
、
11
月
２
日
（日）
に
「
環

境
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア
」
で
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
上
位
３
賞
の
作
品

平
成
平
成
2020
年
度
環
境
リ
サ
イ
ク
ル

年
度
環
境
リ
サ
イ
ク
ル

ポ
ス
タ
ー
優
秀
作
品

ポ
ス
タ
ー
優
秀
作
品 

平
成
平
成
2020
年
度
環
境
リ
サ
イ
ク
ル

年
度
環
境
リ
サ
イ
ク
ル

ポ
ス
タ
ー
優
秀
作
品

ポ
ス
タ
ー
優
秀
作
品 

平
成
20
年
度
環
境
リ
サ
イ
ク
ル

ポ
ス
タ
ー
優
秀
作
品 

資
源
循
環
課
（
1
@1
５
５
４
３
）

し
た
ち
の
心
を
引
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
リ
サ
イ
ク
ル
や
マ

イ
バ
ッ
グ
を
描
い
た
優
秀
な
作

品
も
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
の
目
線
で
描
か
れ
た

作
品
を
通
し
て
、
廃
棄
物
に
関

す
る
取
り
組
み
や
モ
ラ
ル
に
つ

い
て
、
い
ま
一
度
見
直
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

ご
み
ゼ
ロ
の
ま
ち

ご
み
ゼ
ロ
の
ま
ち 
め
ざ
せ
！

め
ざ
せ
！ 

ご
み
ゼ
ロ
の
ま
ち

ご
み
ゼ
ロ
の
ま
ち 
め
ざ
せ
！

め
ざ
せ
！ 

ご
み
ゼ
ロ
の
ま
ち 
め
ざ
せ
！ 

市 長 賞

議 長 賞

教育委員会賞

戸上央さん
（小俣小）

堤創一朗さん
（城田中）

坂口姫美伶さん
（神社小）

河北亜希さん
（宮川中）

吉富千佳子さん
（明倫小）

福田七海さん
（城田中）

教
え
て
!!
介
護
保
険 

シ
リ
ー
ズ 介

護
保
険
で
使
え
る
サ
ー
ビ
ス
⑤

介
護
保
険
で
使
え
る
サ
ー
ビ
ス
⑤ 

介
護
保
険
で
使
え
る
サ
ー
ビ
ス
⑤

介
護
保
険
で
使
え
る
サ
ー
ビ
ス
⑤ 

介
護
保
険
で
使
え
る
サ
ー
ビ
ス
⑤

介
護
保
険
で
使
え
る
サ
ー
ビ
ス
⑤ 

介
護
保
険
で
使
え
る
サ
ー
ビ
ス
⑤ 

介
護
保
険
課
（
1
@1
５
５
６
０
）

第７回介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て
、

10
回
の
シ
リ
ー
ズ
で
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
す
。

今
月
号
で
は
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
料
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

ケ
ア
プ
ラ
ン（
介
護
の
計
画
）

に
基
づ
い
て
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
す
る
と
き
、
利
用
者
は
、

費
用
の
１
割
を
自
己
負
担
し
ま
す
。

在
宅
で
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
す
る
場
合
は
、
１
カ
月
に
利

用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
の
上
限（
支

給
限
度
額
）
が
決
め
ら
れ
て
い

ま
す
。（
表
①
参
照
）

支
給
限
度
額
を
超
え
て
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
た
と
き
は
、超
え

た
分
は
全
額
自
己
負
担
に
な
り

ま
す
。 利

用
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
の
上
限

負
担
額
が

高
額
に
な
っ
た
と
き

利
用
者
の
自
己
負
担
は

１
割

同
じ
月
に
利
用
し
た
介
護
サ

ー
ビ
ス
の
自
己
負
担
額
の
合
計

額
（
同
一
世
帯
に
利
用
者
が
複

数
い
る
場
合
は
そ
の
合
計
額
）

が
上
限
額
を
超
え
た
と
き
は
、

申
請
を
す
れ
ば
、
超
え
た
分
が

「
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
」
と

し
て
後
で
払
い
戻
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
居
住
費
・
食
費
・

日
常
生
活
費
は
、
払
い
戻
し
の

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

表①　利用できるサービスの上限（支給限度額） 

要支援１ 

要支援２ 

要介護１ 

要介護２ 

要介護３ 

要介護４ 

要介護５ 

49,700円 

104,000円 

165,800円 

194,800円 

267,500円 

306,000円 

358,300円 

4,970円 

10,400円 

16,580円 

19,480円 

26,750円 

30,600円 

35,830円 

区分 
支給限度額 
（１カ月） 自己負担額 
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│
」
を
テ
ー
マ
に
、
全
国
の
自

治
体
で
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
が
行

わ
れ
ま
す
。

伊
勢
市
で
も
毎
年
、
人
権
週

間
に
ち
な
み
、
人
権
講
演
会
・

人
権
尊
重
啓
発
ポ
ス
タ
ー
展
な

ど
の
行
事
や
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
を

呼
び
掛
け
る
街
頭
啓
発
を
行
っ

て
い
ま
す
。

今
年
は
、
世
界
人
権
宣
言
採

択
60
周
年
の
年
で
も
あ
り
、
一

層
、
人
権
尊
重
の
訴
え
を
強
め

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

わ
た
し
た
ち
の
身
の
回
り
に

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
ど
れ
も
が
わ

た
し
た
ち
と
無
関
係
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

社
会
の
一
員
と
し
て
、
お
互

い
の
人
権
を
尊
重
し
合
い
、
差

別
の
な
い
明
る
く
住
み
よ
い
社

会
を
実
現
す
る
た
め
に
ど
う
す

れ
ば
い
い
か
、
こ
の
人
権
週
間

を
き
っ
か
け
に
し
て
考
え
て
み

る
の
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

人
権
週
間

12
月
４
日
〜
10
日

毎
年
、
12
月
４
日
〜
10
日
は

「
人
権
週
間
」
で
す
。

１
９
４
８
（
昭
和
23
）
年
12
月

10
日
、
国
連
総
会
は
「
世
界
人

権
宣
言
」
を
採
択
し
、
そ
の
２

年
後
に
は
、12
月
10
日
を「
人
権

デ
ー
」
と
定
め
、
加
盟
国
な
ど

に
記
念
行
事
の
開
催
な
ど
を
呼

び
掛
け
ま
し
た
。

日
本
で
は
、昭
和
24
年
か
ら
、

毎
年
12
月
10
日
を
最
終
日
と
す

る
一
週
間
を
「
人
権
週
間
」
と

定
め
て
い
ま
す
。

今
年
は
60
回
目
の
人
権
週
間

で
、「
育
て
よ
う
　
一
人
一
人
の

人
権
意
識
│

思
い
や
り
の
心
・

か
け
が
え
の
な
い
命
を
大
切
に

一

人
ひと
りが輝くために

一

人
ひと
りが輝くために

一

人
ひと
りが輝くために

人権政策課（1@15546）

人権シリーズ（№35）育
て
よ
う

一
人
一
人
の
人
権
意
識

人
権
週
間
の
関
連
行
事

◆
人
権
講
演
会

と
き

12
月
７
日
（日）
、
午
後
２

時
30
分
〜
４
時
20
分

と
こ
ろ

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

い
せ
ト
ピ
ア

内
容

講
演
「
笑
い
と
情
け
が

人
の
輪
を
広
げ
る
」
林
家
染
二

さ
ん
（
落
語
家
）

◆
人
権
尊
重
啓
発
ポ
ス
タ
ー
展

と
き

①
12
月
７
日
（日）
・
正
午

〜
午
後
５
時
、
②
12
月
10
日
（水）

〜
19
日
（金）

※
②
の
時
間
は
、
伊
勢
図
書
館

の
開
館
時
間
中
で
す
。た
だ
し
、

初
日
は
午
後
１
時
か
ら
、
最
終

日
は
正
午
ま
で
で
す
。

と
こ
ろ

①
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
い
せ
ト
ピ
ア
、②
伊
勢
図
書
館

※
人
権
講
演
会
の
と
き
に
、
秀

作
の
表
彰
式
を
行
い
ま
す
。

◆
街
頭
啓
発

と
き

12
月
５
日
（金）
、
午
前
11

時
〜
11
時
45
分

と
こ
ろ

イ
オ
ン
ラ
ラ
パ
ー
ク

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、
ジ

ャ
ス
コ
伊
勢
店
、
ぎ
ゅ
ー
と
ら

（
ハ
イ
ジ
ー
店
・
二
見
店
・
小
俣

店
）、伊
勢
み
そ
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー

施
設
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
た
と
き
の
負
担
額

※
負
担
額
の
上
限
額
は
、
世
帯

の
課
税
状
況
な
ど
に
よ
り
異
な

り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
介
護
保

険
課
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。介

護
保
険
施
設
な
ど
の
施
設

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
と
き
は
、

利
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
１
割
を

自
己
負
担
す
る
ほ
か
、
居
住
費
・

食
費
・
日
常
生
活
費
が
全
額
自

己
負
担
に
な
り
ま
す
。
な
お
、

通
所
サ
ー
ビ
ス
の
食
費
や
短
期

入
所
サ
ー
ビ
ス
の
食
費
・
滞
在

費
も
全
額
自
己
負
担
で
す
。

利
用
者
の
自
己
負
担
額
は
、

施
設
と
利
用
者
の
間
で
契
約
に

よ
り
決
め
ら
れ
ま
す
が
、
低
所

得
者
に
は
負
担
限
度
額
が
設
け

ら
れ
、
一
定
額
以
上
が
保
険
で

給
付
さ
れ
ま
す
。（
表
②
参
照
）

※
負
担
限
度
額
の
適
用
を
受
け

る
た
め
に
は
、
認
定
を
受
け
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
認
定
期
間

は
申
請
月
の
１
日
か
ら
翌
年
６

月
30
日
ま
で
で
、
毎
年
の
申
請

が
必
要
で
す
。

※
次
回
は
、
保
険
料
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

表②　低所得者が施設サービスを利用するときの負担限度額（１日当たり） 

第1段階 

第2段階 

第3段階 

利用者負担 
段階区分 

対象者 
居室費などの負担限度額 

※介護老人福祉施設と短期入所生活介護を利用した場合、従来型個室の負担限度額は、（　）内の金額となります。 

 ●生活保護受給者 
 ●住民税非課税世帯で、老齢福祉年金受給者 

 ●住民税非課税世帯で、課税年金収入額と合 
計所得金額の合計額が80万円以下の人 

 ●住民税非課税世帯で、利用者負担段階区分 
が第２段階以外の人 

300円 

390円 

650円 

食費の 
負担限度額 

0円 

320円 

320円 

多床室 

490円 
(320円)

490円 
(420円)

1,310円 
(820円)

従来型 
個室 

490円 

490円 

1,310円 

ユニット型 
準個室 

820円 

820円 

1,640円 

ユニット型 
個室 
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「
み
ん
な
の
ま
ち
の
計
画
」に

つ
い
て
、
５
月
号
か
ら
紹
介
し

て
き
た
こ
の
シ
リ
ー
ズ
も
、
今

回
で
最
終
回
に
な
り
ま
す
。

今
月
号
で
は
、
こ
れ
ま
で
に

紹
介
し
た
「
自
治
と
行
政
の
し

く
み
」「
人
権
・
教
育
・
文
化
」

「
環
境
」「
生
活
・
健
康
・
福
祉
」

「
防
災
・
防
犯
」「
産
業
」
の
６

つ
の
テ
ー
マ
を
実
現
す
る
た
め

の
社
会
基
盤
の
方
向
性
を
示
す

「
交
流
都
市
基
盤
」に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。

●

農
山
漁
村
に
お
け
る
交
流
活
動
に

参
加
し
た
人
数
（
サ
ン
フ
ァ
ー
ム
お

ば
た
・
民
話
の
駅

蘇
民
・
郷
の
恵

風
輪
の
利
用
者
数
）

現
状
値
34
万
５
０
０
０
人

→

目
標
値
42
万
９
０
０
０
人

●
公
共
交
通
に
対
す
る
満
足
度

現
状
値
21
・
５
％→

目
標
値
25
％

●
道
路
に
対
す
る
満
足
度

現
状
値
24
・
４
％→

目
標
値
29
％

●

生
活
用
水
の
水
質
（
基
準
値
を
達

成
し
た
項
目
の
割
合
）

現
状
値
100
％→

目
標
値
100
％

●
農
業
用
水
の
普
及
率

現
状
値
62
・
０
％→

目
標
値
95
％

●
下
水
道
（
汚
水
）
の
普
及
率

現
状
値
26
・
１
％→

目
標
値
41
％

●
水
辺
空
間
に
対
す
る
満
足
度

現
状
値
57
・
８
％→

目
標
値
62
％

●

既
成
市
街
地
お
よ
び
既
存
集
落
以

外
の
建
築
確
認
件
数

現
状
値
219
件→

目
標
値
200
件

●
森
林
の
面
積

現
状
値
１
万
１
０
５
７
ヘ
ク
タ
ー
ル

→

目
標
値
１
万
１
０
５
７
ヘ
ク
タ
ー
ル

●
整
備
さ
れ
た
堤
防
の
長
さ

現
状
値
４
２
９
６
ｍ

→

目
標
値
４
７
８
６
ｍ

●
都
市
景
観
に
対
す
る
満
足
度

現
状
値
36
・
３
％→

目
標
値
40
％

●
公
園
に
対
す
る
満
足
度

現
状
値
29
・
９
％→

目
標
値
35
％

●
河
川
の
整
備
率

現
状
値
52
・
４
％→

目
標
値
57
％

●
自
然
風
景
に
対
す
る
満
足
度

現
状
値
48
・
８
％→

目
標
値
52
％

シリーズ 

都市計画課（1@15591）

土
地
利
用

1

景
観

2

道
路
・
交
通
体
系

4

水
源

7

海
岸
・
港
湾

5
河
川
・
下
水
道

6

森
林
・
公
園
緑
地

3

持
続
可
能
な
都
市
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
、
市
全
体
で
適
正

か
つ
合
理
的
な
土
地
利
用
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
効
果
的
な

都
市
施
設
の
整
備
を
進
め
、
交

流
連
携
都
市
と
し
て
、
次
世
代

へ
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

ま
す
。

地
域
の
特
性
が
活
か
さ
れ
た
ま
ち

そ
の
土
地
の
文
化
や
産
業
な

ど
の
地
域
の
特
性
が
活
か
さ
れ

た
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

無
秩
序
な
市
街
地
の
拡
大
が
抑

え
ら
れ
た
ま
ち

市
街
地
の
拡
大
が
抑
え
ら
れ

た
、
コ
ン
パ
ク
ト
で
秩
序
あ
る

ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

伊
勢
の
歴
史
・
文
化
を
活
か
し

た
都
市
景
観

伊
勢
の
歴
史
・
文
化
が
活
か

さ
れ
た
都
市
景
観
の
形
成
を
図

り
ま
す
。

自
然
の
豊
か
さ
を
感
じ
る
美
し

い
風
景

森
林
や
河
川
な
ど
伊
勢
の
自

然
を
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
景

観
形
成
を
図
り
ま
す
。

自
然
環
境
の
保
全
・
災
害
の
防

止
な
ど
、
公
益
的
機
能
を
発
揮

す
る
森
林

公
益
的
な
機
能
が
発
揮
さ
れ

る
森
林
が
保
全
さ
れ
た
ま
ち
を

目
指
し
ま
す
。

快
適
に
利
用
で
き
る
公
園

憩
い
や
癒
し
の
場
と
し
て
快

適
に
利
用
で
き
る
公
園
が
あ
る

ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

市
民
や
来
訪
者
が
快
適
に
移
動

で
き
る
交
通
体
系

市
民
や
来
訪
者
が
快
適
に
移

動
で
き
る
交
通
体
系
を
目
指
し

ま
す
。

災
害
に
強
い
海
岸
・
港
湾

津
波
・
高
潮
な
ど
の
災
害
に

強
い
海
岸
・
港
湾
が
整
備
さ
れ

た
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

快
適
な
水
辺
環
境
空
間

憩
い
の
場
と
し
て
快
適
に
利

用
で
き
る
水
辺
環
境
空
間
が
豊

富
に
あ
る
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

浸
水
被
害
に
強
い
ま
ち

浸
水
被
害
に
強
い
ま
ち
を
目

指
し
ま
す
。

安
定
し
た
水
の
供
給
が
な
さ
れ

る
ま
ち

生
活
用
水
や
産
業
用
水
な
ど
、

安
定
し
た
水
の
供
給
が
な
さ
れ

る
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

※
　
　
　
　
内
は
、
も
の
さ
し

（
指
標
）と
平
成
24
年
度
の
目
標

値
を
示
し
て
い
ま
す
。
な
お
、

現
状
値
の
根
拠
と
な
る
時
点
は
、

指
標
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

こ
の
計
画
に
定
め
た
目
標
像

や
目
標
値
は
、
市
役
所
だ
け
で

な
く
、
市
民
の
皆
さ
ん
・
各
種

団
体
・
企
業
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
に
よ
り
実
現
で
き

る
も
の
で
す
。

計
画
を
実
現
す
る
た
め
、
市

民
力
の
結
集
を
お
願
い
し
ま
す
。

テ
ー
マ

テ
ー
マ
「
交
流
都
市
基
盤
」

「
交
流
都
市
基
盤
」 

テ
ー
マ

テ
ー
マ
「
交
流
都
市
基
盤
」

「
交
流
都
市
基
盤
」 

テ
ー
マ
「
交
流
都
市
基
盤
」 （
一
部
抜
粋
）

（
一
部
抜
粋
） 

（
一
部
抜
粋
）

（
一
部
抜
粋
） 

（
一
部
抜
粋
） 



17 平成20年12月号

図書館へ行こう！

伊勢図書館 小俣図書館
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12月 ○…休館日　□…おはなし会　☆…上映会 
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12月 ○…休館日　□…おはなし会　☆…上映会 

日 月 火 水 木 金 土 

 

7 

14 

21 

28

1 

8 

15 

22 

29 
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9 

16 

23 

30

3 
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17 

24 
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11 

18 
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5 

12 

19 

26

6 

13 

20 

27

と　き 毎週土曜日、午後２時30分～

ところ １階・おはなしコーナー

内　容 絵本の読み聞かせ、紙芝居

と　き 12月25日（木）、午前11時～

ところ ２階・視聴覚室

内　容 赤ちゃん絵本の紹介・読み聞かせ、手遊

びなど

と　き 12月14日（日）、午後１時30分～

ところ ２階・視聴覚室

内　容 「素晴らしき哉
かな

、人生！」（字幕）

と　き 12月23日（祝）、午後２時30分～

ところ ２階・視聴覚室

対　象 小学生

内　容 クリスマスにちなんだ読み聞かせ

定　員 50人（先着順）

申し込み 12月６日（土）から、直接・電話・ファクス

で同館へ

と　き 12月28日（日）、午後１時30分～

ところ ２階・視聴覚室

内　容 「白雪姫」（アニメ）

と　き １月12日（祝）、午後１時30分～４時

ところ ２階・視聴覚室

講　師 橋村孝子さん（宮川書店店主）

定　員 50人（先着順）

申し込み 12月20日（土）から、直接・電話・ファクス

で同館へ

火曜日～金曜日…午前９時～午後７時

土曜日・日曜日・祝日…午前９時～午後５時

おはなし会

あかちゃんえほんのじかん

上映会

かみしばい入門講座

冬休み子ども映画会

開館時間

★赤ちゃんおはなし会 12月11日（木）、午前11時～

★たんぽぽおはなし会 12月13日（土）、午後３時～

★ピッポの会・紙芝居 12月21日（日）、午前11時～

★図書館おはなし会冬休みスペシャル

と　き 12月27日（土）、午後３時～

対　象 ３歳～小学生

内　容 おはなし会の後、みんなでスタンプを使

った簡単な年賀状を作ります（年賀状作

りは参加自由）

持ち物 年賀はがき１枚

※いずれも場所は、１階・おはなしのへやです。

と　き 12月20日（土）、午後２時～

ところ ２階・視聴覚室

内　容 子ども向けアニメ「ハローキティのサー

カスがやってきた」

★いちご一絵絵画作品展

と　き 12月17日（水）～22日（月）、午前９時～午後

７時（最終日は午後３時まで）

ところ ２階・ギャラリー

★クリスマスからお正月へ

クリスマスにちなんだ本からお節料理・着付

け・年末大掃除に役立つ本まで幅広く紹介します。

★あたたかい食卓

料理のレシピを中心に、体がほっこりあたたま

る本を広く紹介します。

午前９時～午後７時

おはなし会

開館時間

今月の特集コーナー

上映会

ギャラリー展示

クリスマスおはなし会

カードの切り替えをお願いします
伊勢図書館と小俣図書館の図書館利用カードが１枚になりました！

旧カードを持っている人は、新カードへの切り替えの手続きをしてください。

持ち物 現在使っている図書館利用カード、住所確認ができるもの（免許証や保険証など）
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飼
う
前
に
考
え
て
く
だ
さ
い

皆
さ
ん
は
、
ペ
ッ
ト
を
飼
う

前
に
、
飼
い
始
め
て
か
ら
の
家

庭
環
境
の
変
化
に
つ
い
て
考
え

て
い
ま
す
か
。

い
ろ
ん
な
ペ
ッ
ト
が
い
ま
す

が
、
犬
は
、
市
内
で
約
９
０
０

０
頭
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
に
は
、
幸
せ
そ
う
に

飼
い
主
と
散
歩
し
て
い
る
犬
も

い
れ
ば
、
し
つ
け
が
さ
れ
て
い

な
い
た
め
に
、よ
く
鳴
い
た
り
、

人
に
か
み
つ
い
た
り
し
て
、
保

健
所
に
引
き
取
ら
れ
る
不
幸
な

犬
も
い
ま
す
。

平
成
19
年
度
に
、
伊
勢
保
健

所
管
内
で
保
護
・
引
き
取
り
さ

れ
た
犬
は
１
９
０
頭
で
し
た
。

こ
の
う
ち
、
飼
い
主
が
引
き
取

り
を
依
頼
し
た
の
は
79
頭
で
す
。

飼
え
な
く
な
っ
た
理
由
を
聞

く
と
、「
引
っ
越
し
先
で
は
飼
え

な
い
」「
よ
く
鳴
く
の
で
近
所
に

迷
惑
が
掛
か
る
」「
人
に
か
み
つ

く
よ
う
に
な
っ
た
」
と
い
う
理

由
が
多
く
聞
か
れ
ま
す
。

ま
た
、動
物
の
医
療
も
進
み
、

寿
命
が
延
び
て
い
ま
す
。
犬
が

寝
た
き
り
に
な
っ
て
世
話
が
で

き
な
い
と
い
う
理
由
で
保
健
所

に
連
れ
て
く
る
飼
い
主
も
い
ま

す
。飼

い
主
の
病
気
・
体
調
不
良
・

体
力
的
問
題
な
ど
に
よ
り
飼
え

な
く
な
っ
た
り
、
飼
い
主
が
死

亡
し
て
新
し
い
飼
い
主
が
見
つ

か
ら
な
い
な
ど
と
い
う
理
由
も

あ
り
ま
す
。

動
物
を
飼
い
始
め
る
と
き
は
、

こ
の
よ
う
な
環
境
の
変
化
に
つ

い
て
も
十
分
に
考
え
て
く
だ
さ

い
。

適
正
飼
養
・
終
生
飼
養
を

動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関

す
る
法
律
で
は
、
下
表
の
よ
う

に
、
動
物
を
適
正
に
飼
養
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
規
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
動
物
を
飼
お
う
と

考
え
て
い
る
皆
さ
ん
や
、
現
在

飼
っ
て
い
る
皆
さ
ん
は
、「
動
物

の
習
性
を
本
当
に
理
解
し
て
飼

え
る
の
か（
適
正
飼
養
）、
最
期

（
死
ぬ
）ま
で
面
倒
を
み
る
こ
と

が
で
き
る
の
か
（
終
生
飼
養
）」

に
つ
い
て
、
一
度
考
え
て
み
て

く
だ
さ
い
。

第２条「動物が命あるものであることにかんがみ、何人も、動物をみだりに殺

し、傷つけ、又は苦しめることのないようにするのみでなく、人と動物の共生

に配慮しつつ、その習性を考慮して適正に取り扱うようにしなければならない」

第７条「動物の所有者又は占有者は、命あるものである動物の所有者又は占有

者としての責任を十分に自覚して、その動物をその種類、習性等に応じて適正

に飼養し、又は保管することにより、動物の健康及び安全を保持するように努

めるとともに、動物が人の生命、身体若しくは財産に害を加え、又は人に迷惑

を及ぼすことのないように努めなければならない」

伊勢保健福祉事務所衛生指導課

（1@75151）

環境課（1@15541）

シリーズシリーズ

動物相談動物相談
～飼う前に考えて～～飼う前に考えて～

動物の愛護及び管理に関する法律（抜粋）

〜
み
ん
な
笑
顔
　
伊
勢
の
元
気
人
〜 

づ
く
り
通
信

り
通
信 

づ
く
り
通
信 びと 

健
康
課
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
　
２
４
３
５
、
FAX
　
０
６
８
３
）

小
俣
保
健
セ
ン
タ
ー
　
　
　
（
1
　
７
８
７
０
、
FAX
　
９
８
４
４
）

二
見
総
合
支
所
福
祉
健
康
課
（
1
　
１
１
１
３
、
FAX
　
３
７
５
４
）

御
薗
総
合
支
所
福
祉
健
康
課
（
1
　
０
２
６
１
、
FAX
　
２
４
０
４
）

27

21

22

25

42

43

22

28

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
平
日
・
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

〈
参
加
費
な
ど
の
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料
〉

子
宮
が
ん
検
診

と
き

12
月
15
日
（月）
・
午
後
１

時
〜
２
時
30
分

と
こ
ろ

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象

市
内
在
住
で
、
今
年
度

ま
だ
受
診
し
て
い
な
い
人

検
診
内
容

医
師
に
よ
る
頸
部

検
診

定
員

70
人
（
先
着
順
）

料
金

１
２
０
０
円
（
当
日
持

参
、
70
歳
以
上
は
無
料
）

申
し
込
み

12
月
１
日
（月）
か
ら
、

電
話
ま
た
は
FAX
で
健
康
課
へ

と
き

12
月
15
日
（月）
、
①
午
前

10
時
〜
11
時
・
②
午
後
１
時
〜

２
時
30
分

と
こ
ろ

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象

市
内
在
住
で
、
今
年
度

ま
だ
受
診
し
て
い
な
い
人

検
診
内
容

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

（
乳
房
の
Ｘ
線
撮
影
）

定
員

①
50
人
、
②
55
人
（
い

ず
れ
も
先
着
順
）

料
金

１
０
０
０
円
（
当
日
持

参
、
70
歳
以
上
は
無
料
）

持
ち
物

バ
ス
タ
オ
ル

申
し
込
み

12
月
１
日
（月）
か
ら
、

電
話
ま
た
は
FAX
で
健
康
課
へ

※
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
や
シ
リ
コ

ン
が
入
っ
て
い
る
人
、
授
乳

中
・
妊
娠
中
ま
た
は
妊
娠
の
可

能
性
が
あ
る
人
は
、
受
診
を
避

け
て
く
だ
さ
い
。

乳
が
ん
検
診
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ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
料
理
講
習
会

口
腔
訓
練
教
室

づくり通信り通信 づくり通信 

お
口
の
健
康
を
保
つ
こ
と
に

よ
り
肺
炎
や
え
ん
下げ

障
が
い
を

予
防
し
、
い
つ
ま
で
も
お
い
し

く
食
事
が
で
き
る
よ
う
、
お
口

の
働
き
を
良
く
す
る
た
め
の
教

室
を
開
催
し
ま
す
。

と
き

12
月
18
日
（木）
、
午
後
１

時
30
分
〜
３
時

と
こ
ろ

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象

お
お
む
ね
65
歳
以
上
で
、

次
の
症
状
が
気
に
な
る
人

●

口
が
渇
く

●

お
茶
や
汁
物
な
ど
で
む
せ
る

●

飲
み
込
み
に
く
い

内
容

歯
科
医
師
講
話
「
歯
と

お
口
の
健
康
の
話
」
右
京
博
巳

さ
ん
（
伊
勢
地
区
歯
科
医
師
会

会
員
）、
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
口

腔
体
操
な
ど

定
員

30
人
程
度

申
し
込
み

電
話
ま
た
は
FAX
で

健
康
課
へ

と
き
・
と
こ
ろ
・
定
員

下
表
の

と
お
り

対
象

市
内
在
住
の
人

テ
ー
マ

お
節
料
理

時
間
以
外
・
診
療
科
目
以
外
で

診
療
を
受
け
た
い
人
は
、
救
急

医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
（
1
@8
１
１

９
９
、
音
声
自
動
案
内
1
０
８
０

０
・
１
０
０
・
１
１
９
９
、
24

時
間
受
け
付
け
）
ま
た
は
医
療

ネ
ッ
ト
み
え
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.qq.pref.m

ie.jp/

）

へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

二
次
救
急

症
状

重
症
の
場
合
（
一
次
救

急
医
療
機
関
か
ら
紹
介
さ
れ
た

と
き
、
救
急
車
で
搬
送
さ
れ
る

と
き
な
ど
、
緊
急
な
治
療
や
入

院
が
必
要
な
と
き
）

医
療
機
関

二
次
救
急
医
療
機

関
（
山
田
赤
十
字
病
院
、
伊
勢

総
合
病
院
）

※
当
番
日
を
決
め
、
交
代
で
対

応
し
て
い
ま
す
。

参
加
費

１
０
０
０
円
（
当
日

持
参
）

持
ち
物

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

米
１／２
カ
ッ
プ

申
し
込
み

12
月
２
日
（火）
か
ら
、

電
話
ま
た
は
FAX
で
健
康
課
へ

一
次
救
急

症
状

比
較
的
軽
症
の
場
合

（
急
病
に
な
っ
た
と
き
、
救
急

車
を
呼
ぶ
ほ
ど
で
は
な
い
け
れ

ど
す
ぐ
に
治
療
を
受
け
た
い
と

き
な
ど
）

医
療
機
関

一
次
救
急
医
療
機

関
（
か
か
り
つ
け
医
、
休
日
・

夜
間
応
急
診
療
所
な
ど
）

※
重
症
の
人
や
、
下
表
の
診
療

救
急
医
療

問い合わせ：内科・小児科（1@58795）、歯科（1@70829） 

休日・夜間応急診療所 一次救急 

診療日 診療時間 診療科目 当番 

夜間 

19：30～22：00

内　科 

小児科 
内科医師 

昼間 

10：00～12：00

13：00～17：00

内　科 

小児科 

内科医師 

小児科医師 

夜間 

19：30～22：00

歯　科 歯科医師 

内　科 

小児科 

内科医師 

小児科医師 

月曜日～ 

　土曜日 

日曜日 

祝　日 

1/1～3

主な相談など 

※対象は、伊勢保健福祉事務所が実施するものは県内在住の人、そのほかは市内在住の人です。 

内　容 と　き ところ 問い合わせ先 

子育て相談 

成人健康相談 

成人栄養相談 

（成人栄養相談は要予約） 

保健師・保育士の 
子育て健康相談 

子育て健康相談、身長・体重 

測定、親子ふれあい遊びなど 

 

9：30～11：00 

13：30～15：00

13：30～15：00

09：30～11：00 

13：30～15：00 

13：30～15：00 

09：30～11：00

09：00～11：00

伊勢保健福祉事務所 

（県伊勢庁舎内） 

17：30～19：00
毎月第２火曜日 
（12月09日） 伊勢保健福祉事務所 

（1@775148） 

13：00～15：00

エイズ検査 
毎週火曜日 

こころの健康相談 

（要予約） 

12月02日(火) 
 

12月09日(火) 

12月16日(火)

12月19日(金)

二見老人福祉センター 

ハートプラザみその 

中央保健センター 

小俣保健センター 

沼木地区 

コミュニティセンター 

二見総合支所福祉健康課 

御薗総合支所福祉健康課 

健康課 

小俣保健センター 

健康課または 

きらら館（1@25592） 

小俣保健センター 

御薗総合支所福祉健康課 

健康課 

二見総合支所福祉健康課 

小俣保健センター 

ハートプラザみその 

中央保健センター 

二見老人福祉センター 

12月03日(水) 

12月11日(木) 

12月18日(木) 

12月24日(水)

12月25日(木)

（ （ 

※いずれも時間は、午前９時30分～午後１時です。

ヘルスメイト料理講習会

と　き

12月09日（火)

12月19日（金)

12月20日（土)

12月24日（水)

ところ 定員（先着順）

小俣保健センター

ハートプラザみその

福祉健康センター

二見公民館

福祉健康センター

35人

30人

30人

30人

30人



20平成20年12月号

と
き

平
成
21
年
１
月
７
日

（水）
、
午
後

１
時
50
分
〜
４
時
（
受
け
付
け
は
午
後

１
時
30
分
〜
）

と
こ
ろ

ハ
ー
ト
プ
ラ
ザ
み
そ
の
・
多

目
的
ホ
ー
ル

内
容

県
内
初
の
民
間
人
校
長
に
よ
る

講
演
「
内
と
外
か
ら
見
た
教
育
界
」
遠

藤
正
芳
さ
ん
（
前
津
市
立
南
が
丘
小
学

校
長
）

申
し
込
み

電
話
で
同
研
究
所
へ

自
衛
官
・
陸
上
自
衛
隊
高
等
工

科
学
校
生
徒
を
募
集

伊
勢
地
域
事
務
所
（
1
@3
３
８
８
０
）

市
営
吹
上
駐
車
場
の
利
用
者
を

追
加
募
集

管
財
契
約
課
（
1
@1
５
５
２
６
）

冬
期
研
修
講
座

教
育
研
究
所
（
1
@2
７
９
０
０
）

こ
れ
か
ら
の
自
治
の
あ
り
方

講
演
会

地
域
内
分
権
推
進
課
（
1
@1
５
５
６
３
）

申
し
込
み

次
の
提
出
書
類
を
持
参
し
、

同
課
へ

提
出
書
類

車
検
証
の
写
し
、
免
許
証

や
健
康
保
険
証
な
ど
住
所
が
確
認
で
き

る
も
の（
市
内
在
住
の
人
の
み
）、
勤
務

先
の
在
職
証
明
書（
市
外
在
住
の
人
の
み
）

※
年
度
ご
と
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

市
民
の
思
い
が
実
現
で
き
る
よ
う
な

自
治
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

と
き

平
成
21
年
１
月
９
日

（金）
、
午
後

７
時
〜
９
時

と
こ
ろ

ハ
ー
ト
プ
ラ
ザ
み
そ
の
・
多

目
的
ホ
ー
ル

対
象

市
内
在
住
の
人

内
容

講
演
「
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
お

け
る
自
治
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」
大
森

彌わ
た
る

さ
ん
（
東
京
大
学
名
誉
教
授
）

市
で
は
、
ふ
る
さ
と
未
来
づ
く
り
や

ま
ち
づ
く
り
市
民
会
議
な
ど
、住
民
主
体

の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

コ
ー
ナ
ー 

自
衛
官
（
２
等
陸
・
海
・
空
士
）

受
験
資
格

18
歳
〜
26
歳
の
男
子

試
験
日

12
月
13
日

（土）
・
14
日

（日）

申
し
込
み

12
月
12
日

（金）
ま
で
に
同
事

務
所
へ

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒

受
験
資
格

15
歳
・
16
歳
の
男
子

試
験
日

平
成
21
年
１
月
10
日

（土）

申
し
込
み

平
成
21
年
１
月
６
日

（火）
ま

で
に
同
事
務
所
へ

対
象

市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
し
て

い
る
個
人

利
用
車
両

軽
自
動
車
、小
型
自
動
車
、

普
通
自
動
車
（
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
・
ト
ラ

ッ
ク
な
ど
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
）

利
用
期
間

平
成
21
年
３
月
31
日
ま
で

利
用
料
金

月
額
８
２
４
０
円

市営吹上駐車場位置図

　新たな財源の確保を　新たな財源の確保を
目的に、目的に、次の媒体に有料次の媒体に有料
広告を掲載しています。広告を掲載しています。 
　広告の規格や申し込　広告の規格や申し込
み方法など、み方法など、詳しくは、詳しくは、
各担当課へ問い合わせ各担当課へ問い合わせ
るか、るか、市のホームページ市のホームページ
（http://www.city.ise. http://www.city.ise. 
mie.jpmie.jp）をご覧ください。をご覧ください。 

　新たな財源の確保を
目的に、次の媒体に有料
広告を掲載しています。 
　広告の規格や申し込
み方法など、詳しくは、
各担当課へ問い合わせ
るか、市のホームページ
（http://www.city.ise. 
mie.jp）をご覧ください。 

● 広報いせ 
　広報広聴課（1　 5515） 

● 市のホームページへの 
　バナー広告 
　広報広聴課（1　 5515） 

● 平成21年度版ごみリサイクル 
　カレンダー（旧伊勢市版） 

　資源循環課（1　 5543） 

随時募集中 

随時募集中 

申し込み期限：12月26日(金)

21

21

21



21 平成20年12月号

コーナー  

と
き

平
成
21
年
１
月
11
日

（日）
、
午
前

10
時
30
分
〜
正
午
（
受
け
付
け
は
午
前

９
時
45
分
〜
）

と
こ
ろ

県
営
サ
ン
ア
リ
ー
ナ
（
サ
ブ

ア
リ
ー
ナ
）

対
象

昭
和
63
年
４
月
２
日
〜
平
成
元

年
４
月
１
日
生
ま
れ
で
、
市
内
在
住
の

人
（
帰
省
中
の
人
も
参
加
で
き
ま
す
）

持
ち
物

案
内
は
が
き
（
12
月
中
旬
に

送
付
し
ま
す
）

と
き

平
成
21
年
１
月
25
日

（日）
（
荒
天

の
場
合
は
中
止
）

と
こ
ろ

二
見
町
内

種
目

①
小
学
１
・
２
年
生
…
１
㎞

②
小
学
３
・
４
年
生
…
１
・
５
㎞

③
小
学
５
・
６
年
生
…
２
㎞

④
中
学
生
…
４
㎞

⑤
親
子
ジ
ョ
ギ
ン
グ
…
１
・
５
㎞

参
加
資
格

①
〜
④
市
内
の
小
・
中
学

生
、
⑤
小
学
１
年
生
〜
４
年
生
と
そ
の

保
護
者

定
員

①
②
③
各
60
人
程
度
、
④
１
２

０
人
程
度
、
⑤
60
組
程
度

申
し
込
み

12
月
１
日

（月）
〜
26
日

（金）
に
、

申
し
込
み
用
紙
（
市
内
の
小
・
中
学
校

で
配
布
）
を
同
課
へ

22
点
・
入
選
30
点
）
を
展
示

県
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者

市
の
審
査
会
で
特
選
と
な
っ
た
22
点

の
う
ち
、
次
の
皆
さ
ん
の
作
品
は
、
県
の

審
査
会
で
も
入
賞
し
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

特
選

●

廣
啓
瑚
（
大
湊
小
３
年
）

●

橋
本
紗
弥
子
（
明
倫
小
６
年
）

●

中
川
竜
汰
（
港
中
１
年
）

●

宮
本
良
介
（
北
浜
中
１
年
）

入
選

●

村
井
久
留
実
（
厚
生
中
２
年
）

●

川
邊
莉
子
（
皇
學
館
高
１
年
）

●

福
堀
愛
（
皇
學
館
高
１
年
）

１
月
１
日
現
在
、
土
地
・
家
屋
を
所

有
し
て
い
る
人
に
対
し
て
、
固
定
資
産

税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

建
物
を
取
り
壊
し
た
人
、
売
買
や
相

続
な
ど
に
よ
る
未
登
記
家
屋
の
名
義
変

更
を
し
て
い
な
い
人
は
、
12
月
26
日

（金）

ま
で
に
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
手
続
き
方
法
な
ど
に
つ
い
て

は
、同
係
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

展
示
会

と
き

12
月
13
日

（土）
〜
16
日

（火）

と
こ
ろ

ジ
ャ
ス
コ
伊
勢
店
・
２
階
エ

ス
カ
レ
ー
タ
ー
横
（
休
憩
所
付
近
）

内
容

市
の
審
査
会
入
賞
作
品
（
特
選

二
見
ふ
れ
愛
マ
ラ
ソ
ン

二
見
総
合
支
所
地
域
振
興
課
（
1
$2
１
１
１
１
）

明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー

展
示
会
・
入
賞
者

選
挙
管
理
委
員
会
（
1
@1
５
６
３
５
）

建
物
を
取
り
壊
し
た
ら

忘
れ
ず
連
絡
を

課
税
課
固
定
資
産
税
係
（
1
@1
５
５
３
３
）

新成人のつどい

生涯学習・スポーツ課（1@27893）

昨年の様子

昨年の様子



22平成20年12月号

確
定
申
告
な
ど
で
認
め
ら
れ
る
所
得

控
除
の
う
ち
、
障
害
者
控
除
と
医
療
費

控
除
（
お
む
つ
代
に
か
か
る
も
の
）
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

障
害
者
控
除

障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
な
い
人
で

も
、
市
が
発
行
す
る
「
障
害
者
控
除
対

象
者
認
定
書
」
を
確
定
申
告
書
な
ど
に

添
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、
障
害
者
控
除

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
認
定
書
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
の
は
、
毎
年
12
月
31
日
現
在
で
、

要
支
援
ま
た
は
要
介
護
の
認
定
を
受
け

て
い
る
65
歳
以
上
の
人
に
限
り
ま
す
。

医
療
費
控
除
（
お
む
つ
代
に
か
か
る
も
の
）

お
む
つ
代
が
医
療
費
控
除
の
対
象
と

認
め
ら
れ
る
に
は
、「
お
む
つ
代
の
領
収

書
」
と
「
お
む
つ
使
用
証
明
書
」（
寝
た

き
り
状
態
で
、
治
療
上
お
む
つ
の
使
用

が
必
要
で
あ
る
こ
と
の
医
師
の
証
明
書
）

が
必
要
で
す
。

２
年
目
以
降
は
、
お
む
つ
使
用
証
明

書
の
代
わ
り
に
、
市
が
発
行
す
る
「
主

治
医
意
見
書
記
載
事
項
確
認
書
」
を
確

定
申
告
書
な
ど
に
添
付
す
る
こ
と
に
よ

り
、
医
療
費
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

申
し
込
み

印
鑑
を
持
参
の
上
、同
課
・

各
総
合
支
所
福
祉
健
康
課
・
各
支
所
へ

※「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」「
主

治
医
意
見
書
記
載
事
項
確
認
書
」
は
、

要
支
援
・
要
介
護
認
定
の
資
料
に
基
づ

い
て
発
行
す
る
た
め
、
資
料
が
な
い
場

合
や
資
料
の
記
載
内
容
が
基
準
に
満
た

な
い
場
合
は
発
行
で
き
ま
せ
ん
。

上
位
３
賞
の
入
賞
者
は
左
表
の
と
お

り
で
す
。（
敬
称
略
）

10
月
28
日

（火）
〜
11
月
３
日

（祝）
に
、
観

光
文
化
会
館
で
、
伊
勢
市
美
術
展
覧
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

伊
勢
市
美
術
展
覧
会
の
入
賞
者

文
化
振
興
課
（
1
@2
７
８
８
５
）

介
護
保
険
の
要
支
援
・
要
介
護
認
定
を

受
け
て
い
る
人
の

障
害
者
控
除
・

お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除

介
護
保
険
課
（
1
@1
５
６
４
７
）

伊勢市美術展覧会の入賞者（上位3賞）

絵画・デザイン部門

写真部門

書部門

立体造形部門

美術工芸部門

市　 長 賞

市議会議長賞

教育委員会賞

市　 長 賞

市議会議長賞

教育委員会賞

市　 長 賞

市議会議長賞

教育委員会賞

市　 長 賞

市議会議長賞

教育委員会賞

市　 長 賞

市議会議長賞

教育委員会賞

小津　貴志（一之木５丁目）

泉　　正幸（尾上町）

堀口　昌之（二見町茶屋）

橋上　　裕（岩渕２丁目）

石井　　清（小俣町本町）

山本まゆみ（志摩市志摩町）

中村　盾臣（志摩市阿児町）

◆部　由美（御薗町高向）

世古口祐子（御薗町王中島）

玉木　幸雄（神久３丁目）

北川　勝己（中須町）

木下　　達（常磐１丁目）

中田みな子（小俣町明野）

木下　　達（常磐１丁目）

石野みきよ（志摩市大王町）

美術工芸部門　市長賞
「練込花文鉢」

立体造形部門　市長賞
「グッド」

写真部門　市長賞
「防災訓練」

絵画・デザイン部門　市長賞
「標本」

書
部
門
　
市
長
賞
「
銭
起
詩
」



23 平成20年12月号

コーナー  

東
海
・
東
南
海
・
南
海
地
震
か
ら
子

ど
も
た
ち
を
守
る
た
め
に
、
す
べ
て
の

小
・
中
学
校
に
緊
急
地
震
速
報
シ
ス
テ

ム
を
設
置
し
ま
し
た
。

気
象
庁
か
ら
送
ら
れ
た
地
震
情
報
を

基
に
、
市
内
で
震
度
３
以
上
の
地
震
発

生
が
予
想
さ
れ
る
場
合
、
校
内
の
放
送

設
備
を
通
じ
て
、
震
度
と
到
達
予
想
時

間
が
放
送
さ
れ
ま
す
。

設
置
後
、各
学
校
で
は
、事
前
に
お
知

ら
せ
を
し
た
上
で
、
緊
急
地
震
速
報
シ

ス
テ
ム
に
よ
る
避
難
訓
練
を
行
い
ま
す
。

年
末
の
交
通
安
全
県
民
運
動

交
通
政
策
課
（
1
@1
５
５
０
８
）

食
品
表
示
に
つ
い
て
の
情
報
提
供
や

問
い
合
わ
せ
を
受
け
る
た
め
の
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
気
軽
に

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

食
品
表
示
に
関
す
る
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

三
重
農
政
事
務
所
表
示
・
規
格
課

1
津
０
５
９
・
２
２
８
・
３
１
５
３

三
重
県
健
康
危
機
管
理
室

1
津
０
５
９
・
２
２
４
・
２
３
５
８

期
間

12
月
11
日

（木）
〜
20
日

（土）

重
点

●

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

●

す
べ
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の

徹
底

●

飲
酒
運
転
の
根
絶

内
容

早
朝
街
頭
指
導
・
ミ
ル
ミ
ル
ウ

ェ
ー
ブ
・
高
齢
者
交
通
安
全
講
習
会
な
ど

広
げ
よ
う
！
ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
運
動

何
人
か
で
車
で
飲
食
店
に
行
っ
て
お
酒

を
飲
む
と
き
は
、
事
前
に
ハ
ン
ド
ル
キ
ー

パ
ー
（
お
酒
を
飲
ま
ず
に
帰
り
に
運
転
す

る
人
）
を
決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
！

宝
く
じ
助
成
で

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化

市
民
参
画
交
流
課
（
1
@1
５
５
４
９
）

小
・
中
学
校
に

緊
急
地
震
速
報
シ
ス
テ
ム
を
設
置

教
育
総
務
課
（
1
@2
７
８
７
６
）

農
業
委
員
会
委
員
を
選
挙
す
る
た
め

の
選
挙
人
名
簿
を
、
毎
年
１
月
１
日
現

在
で
調
製
し
ま
す
。

名
簿
に
登
載
す
る
た
め
に
は
、
申
請

が
必
要
で
す
。

現
在
、
名
簿
に
登
載
さ
れ
て
い
る
人

に
は
、
12
月
中
旬
以
降
に
申
請
書
を
送

付
し
ま
す
。

申
請
書
提
出
先

農
業
委
員
会
事
務
局

（
1
@2
０
２
７
２
）

農
業
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
へ
の
登
載
申
請

選
挙
管
理
委
員
会
（
1
@1
５
６
３
５
）

黒瀬町自治会

一宇田町町内会

曽祢町連合町会

岩渕町連合会 大湊町振興会

食
品
表
示
１
１
０
番

東
海
農
政
局
三
重
農
政
事
務
所
地
域
第
二
課

（
1
松
阪
０
５
９
８
・
５
２
・
１
５
１
１
）

（財）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
か
ら
、
平
成

20
年
度
宝
く
じ
普
及
広
報
事
業
の
助
成

を
受
け
、
次
の
と
お
り
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
活
性
化
の
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

今
後
も
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸

成
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

●

曽
祢
町
連
合
町
会

祭
り
用
具
購
入

●

一
宇
田
町
町
内
会

放
送
設
備
の
整
備

●

黒
瀬
町
自
治
会

文
化
・
学
習
活
動

用
備
品
購
入

●

大
湊
町
振
興
会

視
聴
覚
機
器
購
入

●

岩
渕
町
連
合
会

祭
り
用
具
購
入



ケーブルテレビ番組案内ケーブルテレビ番組案内 ケーブルテレビ番組案内 ～12月～月～ ～12月～ 
※放送時間や内容は、変更することがあります。 

伊勢市行政チャンネル番組表 

アナログ10チャンネル・21チャンネル 

伊勢市テレビ広報「みて  きいて  伊勢」 

今月のおすすめ番組 

アナログ8チャンネル・地上デジタル121チャンネル・ 
デジタル701チャンネル  広報広聴課（1@15515） 

㈱アイティービー（1フリーコール0120・270・089） 

アイティービーコミュニティチャンネル番組表 

 ● 中学校給食共同調理場が完成！ 

放送時間：午前6時・9時・正午・午後3時・6時・9時～ 

■特集 

　地域の話題やニュースをお届けします。 
 ●月曜日～金曜日の毎日午後7時に更新 
 ●土曜日・日曜日の午後7時からは、ニュースの週間ダイ

ジェストを放送 

■ｉＴＶニュース 

※アナログ21チャンネルは、御薗地区のみの放送で、

アナログ10チャンネルと同じ「特集」「お知らせ」など

の行政情報や、お天気情報、防災情報をお伝えします。 

放送時間：午前6時～翌日午前2時 

 

 

 

 

 

■お知らせ 
12/1～7
 ● 人権週間 

12/8～14
 ● 応援します！あなたのイキイキ子育て 
 ● このごみ、何ごみ？ 

12/15～21
 ● 運動教室「リフレッシュクラブ」 
 ● 水道料金などの口座振替の推進 

12/22～28
 ● 初参り交通対策 
 ● 水道防寒対策 

12/29～1/4
 ● 初参り交通対策 
 ● 休日・夜間応急診療所 

放送スケジュールを変更しました！ 
今月から、番組放送時間が変則的になりました。 

詳しくは、アイティービーチャンネルガイドやホーム

ページ（http://www. itv-mie. jp/）をご覧ください。 

市議会放送 
　市議会12月定例会本会議を、会議があっ
た日の翌日の午後２時と午後７時から放送
します。 
※１回の放送時間が５時間以上となる場合は、
２回目の放送開始時刻が変更になります。 

奇数時間０分～ 

　毎回、今村くんと服部さんの２人が各地を訪れる番

組「探歩々隊」。今回は冬のびっくり企画に挑戦 ! ?

■探歩々隊 12/15～28放送 

　大阪から伊勢神宮まで続く伊勢本街道。奈良を越え

伊勢に向かう街道は、太古のロマンたっぷりの大和路

へさしかかります。 

■桂文我の伊勢本街道 12/1～7放送 

　地域の音楽番組「ＭＵＳＩＣ ＪＡＭ」が最終回を迎え

ます。これまでを振り返りながら、パーソナリティ・

池田聡さんのライブの模様をお送りします。 

■ＭＵＳＩＣ ＪＡＭ 12/15～28放送 

24平成20年12月号

平成23年７月24日までに、地上アナログ
放送は終了します。
最近、これに便乗して、受信工事・テレ

ビの調整・アンテナ交換などの代金を請求
する詐欺が発生しています。
総務省やテレビ局・その関係機関が代金

を請求することはありませんので注意して
ください。

平成21年1月から、株券電子化制度が始まる予定です。
株券が電子化されると、上場会社の株券は無効となり、

株主の権利は、電子的に証券会社などの金融機関の口座
で管理されます。
他人名義になっている株券は、株主としての権利（株

式価値・配当金を受け取る権利など）を失う場合がある
ため、早急に、本人名義に書き換えてください。
詳しくは、証券会社や株主名簿管理人（信託銀行など）

へ問い合わせるか、金融庁のホームページ（http://www.
fsa.go.jp）をご覧ください。

総務省地上デジタルテレビジョン
放送受信相談センター
（10570・07・0101、1東京03・4334・1111）

東海財務局津財務事務所（1津059・225・7221）
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年末年始による休業日 定休日 

市役所・各総合支所・各支所 

燃えるごみの収集 

金属・その他の収集（旧伊勢市） 

金属・その他の収集（二見町・小俣町） 

金属・その他の収集（御薗町） 

資源回収ステーション（旧伊勢市） 

二見美化センター 

小俣資源物拠点集積所 

清掃工場 

リサイクルプラザ 

伊勢廃棄物投棄場 

二見廃棄物投棄場 

小俣廃棄物投棄場 

御薗廃棄物投棄場 

し尿くみとり 

火葬場（斎場） 

離宮の湯 

自動交付機 

伊勢総合病院 

23 
日 
(祝)

24 
日 
(水)

25 
日 
(木)

８ 
日 
(木)

26 
日 
(金)

27 
日 
(土)

28 
日 
(日)

12月 平成21年１月 
29 
日 
(月)

30 
日 
(火)

31 
日 
(水)

１ 
日 
(祝)

２ 
日 
(金)

３ 
日 
(土)

９ 
日 
(金)

４ 
日 
(日)

５ 
日 
(月)

６ 
日 
(火)

７ 
日 
(水)

備　　　考 

臨
時
回
収
 臨
時
回
収
 

清掃課　　　（1#71443） 
二見総合支所（1$21112） 
小俣総合支所（1@27861） 
御薗総合支所（1@20241） 

清掃課（1#71443） 

御薗総合支所（1@20241） 

清掃課（1#71443） 

美化センター （1$34329） 

小俣総合支所 （1@27861） 

清掃工場 （1#71218） 

リサイクルプラザ（1#82800） 

伊勢廃棄物投棄場 （1@21208） 

二見総合支所（1$21112） 

 

小俣総合支所（1@27861） 

御薗総合支所（1@20241） 

くみとり業者へ直接連絡 

伊勢広域環境組合斎場 
（1@85120） 

離宮の湯（1@20548） 

戸籍住民課（1@15547） 

伊勢総合病院（1@35111） 

水道 水道メーターから蛇口までの修繕を希望する場合は、伊勢市指定給水装置工事事業者に申し込んでください。 
道路からの漏水を発見したときは、水道管理センター（1@33360）へ連絡してください。 

二見総合支所（1$21112） 

小俣総合支所（1@27861） 

午前8時30分までに出してください 

詳しくは「ごみリサイクルカレンダー」 

で確認してください 

搬入時間…9：00～16：30 

※東豊浜は9：00～12：00

粗大ごみのみ 
搬入時間…13：00～17：00

午後7時までに出してください 

資源物回収ステーション（御薗町） 
御薗総合支所（1@20241） 

搬入時間…8：30～16：45 
（12：00～13：00を除く） 

12月30日(火)・午後3時～1月4日(日)・ 
午前10時は搬入できません 

開場時間(平日)…8：30～17：15 
(土曜日・日曜日・祝日)…9：30～16：00

搬入時間…8：30～16：00

搬入時間…8：30～12：00

搬入時間…8：30～16：00 
（12：00～13：00を除く） 

搬入時間…9：00～16：00 
（12：00～13：00を除く） 

くみとり業者への申し込みは、 
12月22日(月)まで 

印鑑登録証明書、住民票の写し、 

外国人登録原票記載事項証明書 

月・木地区月・木地区 

火・金地区火・金地区 

燃えるごみ月・木地区燃えるごみ月・木地区 

燃えるごみ火・金地区燃えるごみ火・金地区 

高向、新高高向、新高1、新高、新高2・3・4・5県道沿い地区県道沿い地区 

長屋、王中島、新開、上條、小林地区長屋、王中島、新開、上條、小林地区 

伊勢中央、伊勢中央、宇治、宇治、船江、船江、中島、中島、城田、城田、佐八、佐八、明倫、明倫、厚生、厚生、神社神社 

宮本、沼木、大湊、北浜宮本、沼木、大湊、北浜 

いせトピアいせトピア 

東豊浜東豊浜 

市役所・各総合支所市役所・各総合支所 

小俣北部保健福祉会館小俣北部保健福祉会館 

月・木地区 

火・金地区 

燃えるごみ月・木地区 

燃えるごみ火・金地区 

高向、新高1、新高2・3・4・5県道沿い地区 

長屋、王中島、新開、上條、小林地区 

伊勢中央、宇治、船江、中島、城田、佐八、明倫、厚生、神社 

宮本、沼木、大湊、北浜 

いせトピア 

東豊浜 

市役所・各総合支所 

小俣北部保健福祉会館 

年末年始の業務案内年末年始の業務案内 年末年始の業務案内年末年始の業務案内 年末年始の業務案内 



と　き 月曜日～金曜日

午前９時30分～午後６時

土曜日・日曜日・祝日
（実施しない場合があります）

午前９時30分～午後４時30分

ところ 障害者相談支援センター「ブレス」

（宮町１丁目５-20）（1@06525）

相談方法 電話・来所

障がい者・障がい児 福祉サービスの利用相談・
日常生活や就労の相談支援など（ ）

と　き 月曜日～金曜日、午前８時30分～午後５時15分

ところ 地域包括支援センター（1@15583）

西地域包括支援センター（1@05055）

と　き 毎日24時間対応

ところ 各在宅介護支援センター

神路園（1@26012）

双寿園（1@39231）

白百合園（1@71511）

山咲苑（1@62600）

正邦苑（1#81800）

みなと（1#50811）

楽寿苑（1#10050）

二見ふれあいプラザ（1$34423）

小俣（1@71155）

相談方法 電話・来所

老人在宅介護

と　き 第１水曜日（12月３日）、午後１時～３時

ところ 小俣保健センター

問い合わせ 社会福祉協議会小俣支所（1@70509）

心配ごと

と　き 第２水曜日（12月10日）、午後１時～３時

ところ 福祉健康センター

問い合わせ 社会福祉協議会伊勢支所（1@72425）

と　き 第３水曜日（12月17日）、午後１時～３時

ところ ハートプラザみその・多目的室

問い合わせ 社会福祉協議会御薗支所（1@08610）

と　き 第４水曜日（12月24日）、午後１時～３時

ところ 社会福祉協議会二見支所

（二見ふれあいプラザ内）（1$33994）

と　き 月曜日～金曜日、午前９時～午後４時

ところ 生活支援課（1@15556）

婦　人

と　き 月曜日～金曜日、午前８時30分～午後５時15分

ところ こども課（1@15561）

母　子

と　き 月曜日～金曜日、午前８時30分～午後５時15分

ところ こども課（1@15561）

家庭児童

と　き 月曜日～金曜日、午前９時～午後４時

ところ 大世古保育所（1@53676）

乳幼児

と　き 月曜日～金曜日、午前８時30分～午後５時15分

ところ スマイルいせ（小俣総合支所・2階）

（1@27887）

※木曜日のみ、生涯学習センターいせトピア

（1@10900)の3階研修室で行います。

幼　児

と　き 月曜日～金曜日、午前８時30分～午後５時15分

ところ スマイルいせ（小俣総合支所・2階）

（1@27867）

【臨床心理士によるカウンセリング】（要予約）
毎週月曜日・火曜日・木曜日、午前９時～午後２時

毎週水曜日・金曜日、午前９時～午後５時

児童・生徒 不登校・いじめ・友人関係・学習のことなど

子育ての悩みや不安など

（ ）

（ ）

と　き 月曜日～金曜日、午前８時30分～午後５時15分

ところ スマイルいせ（小俣総合支所・2階）

（1@27894）

青少年 非行・いじめなど（ ）

と　き 毎週火曜日（12月23日・30日を除く）、

午前10時～午後４時

ところ サンライフ伊勢

対　象 市内に在住または通勤している35歳以下の

人またはその保護者、学校の進路担当教諭

定　員 ５人（先着順）

申し込み おしごと広場みえ（1津059ー222ー3309）
または、商工労政課（1@15568）へ電話

就　職

と　き 火曜日・日曜日・祝日を除く毎日

午前９時～午後５時

ところ 中高年齢者職業相談室

（サンライフ伊勢内）（1@81267）

中高年齢者職業
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と　き 毎週月曜日、午後１時30分～３時30分

ところ 広報広聴課（1@15515）

対　象 市内に住所を有する人

定　員 ８人（定員を超えた場合は抽選）

申し込み 相談日当日の午後１時15分までに広報広

聴課へ来所

法　律 担当弁護士が、既に相手方の相談を受けている
場合は、相談を受けることはできません（ ）

と　き 12月４日（木）、午後１時30分～３時30分

ところ 福祉健康センター

対　象 市内に住所を有する人

定　員 ４人（定員を超えた場合は抽選）

申し込み 11月27日（木）～12月３日（水）に、社会福祉協

議会伊勢支所（1@72425）へ来所または

電話

と　き 12月18日（木）、午後１時30分～３時30分

ところ 社会福祉協議会二見支所

（二見ふれあいプラザ内）（1$33994）

対　象 市内に住所を有する人

定　員 ４人（定員を超えた場合は抽選）

申し込み 12月11日（木）～17日（水）に、社会福祉協議会

二見支所へ来所または電話

と　き 12月２日（火）、午後１時～３時

ところ 二見生涯学習センター

問い合わせ 二見総合支所地域振興課（1$21111）

行　政

と　き 12月９日（火）、午後１時～３時

ところ 広報広聴課（1@15515）

と　き 12月16日（火）、午後１時～３時

ところ 小俣公民館

問い合わせ 小俣総合支所地域振興課（1@27858）

と　き 第２火曜日（12月９日）、午後１時～４時

（受け付けは午後３時まで）

ところ 広報広聴課（1@15515）

登　記

と　き 毎週火曜日・水曜日・金曜日

午前９時30分～午後４時30分

ところ 津地方法務局伊勢支局（1@86158）

人　権

と　き 第３水曜日（12月17日）、午後１時～３時

（受け付けは午後２時30分まで）

ところ 広報広聴課（1@15515）

定　員 ４人（先着順）

申し込み 相談日当日の午前8時30分から広報広聴課

へ電話

交通事故

と　き 月曜日～金曜日、午前９時～午後４時

（受け付けは午後３時30分まで）

ところ 三重県交通事故相談窓口

(三重県栄町庁舎・３階）

（1津059ー228ー7350）

司法書士による

と　き 第１木曜日（12月４日）、午後１時～４時

（受け付けは午後２時まで）

ところ 広報広聴課（1@15515）

公　証 遺言・契約証明（ ）

と　き 月曜日～金曜日、午前９時～午後４時

ところ 三重県消費生活センター（三重県栄町庁舎・３階）

（1津059ー228ー2212）
商工労政課（1@15512）

消費生活 架空請求など（ ）

と　き 第３木曜日（12月18日）

午前９時30分～11時30分

（受け付けは午前11時まで）

ところ 市役所本館・２階第１会議室

定　員 ４人（先着順）

申し込み 相談日当日の午前８時30分から広報広聴課

（1@15515）へ電話

多重債務 クレジット・消費者金融など（ ）

と　き 第２木曜日（12月11日）、午後１時～４時

（受け付けは午後３時まで）

ところ 広報広聴課（1@15515）

12月の無料相談12月の無料相談

27 平成20年12月号

※日の指定がない相談の年末の相談日については、

各問い合わせ先へ問い合わせてください。



広報いせ　第38号　平成20年12月1日発行
■発行／伊勢市　　■編集／総務部広報広聴課

〒516-8601 伊勢市岩渕１丁目７番29号　10596-21-5515 FAX0596-22-9699

URL http://www.city.ise.mie.jp Eメール ise-koho@city.ise.mie.jp

印刷　株式会社アイブレーン

※「広報いせ」は再生紙を使用しています。

広
報

い
せ

広
報

い
せ

サツマイモ収穫体験

御薗町王中島の畑で、御薗小学校ＰＴＡによ
る「サツマイモ収穫体験会」が行われました。
児童と保護者170人が参加して、６月に自分た

ちが植えたサツマイモ約800個を収穫しました。
畑では、「すごく大きいイモや！」「ワァー、

いっぱい採れた！」と、あちらこちらで元気な
声が上がっていました。
収穫したサツマイモは、その場で焼き芋にし

て、みんなで秋の味覚を楽しみました。

フラワー・ブラボー・コンクール
二見小・佐八小が入賞☆

三重・愛知・岐阜・福井・静岡・滋賀・長野
の７県で学校花壇の出来栄えを競う「フラワ
ー・ブラボー・コンクール」（秋花壇）に、伊勢
市から、二見小・佐八小の２校が入賞しました。
このコンクールは、きれいな学校花壇をつく

り、地域や家庭に広め、快適な環境美化づくり
に貢献することを目的とし、毎年、春と秋の２
回開催されています。

二見浦子ども俳句会

賓日館で、市内の小学４年生～６年生の児童18

人が参加し、二見浦子ども俳句会が行われました。

橋本輝久講師と二見浦俳句会の会員による俳句

教室の後、小雨の降る中、賓日館内外を散策し、

その様子や感じたことを思い思いに詠みました。

小学生ならではの視点や感性は、講師たちに

とっても新鮮で気付きの場となったようです。

市長賞

「しめなわを したたるしずく 冬の雨」岩佐杏美

教育委員会賞

「年老いた きくの花にも きひんあり」竹内幸熙

軽スポーツソフトボール大会

まちの話題まちの話題

11
9

10
18

人の動き（10月末現在）
総人口 135,254人（－61人）
世帯数 53,200世帯（＋23世帯）
男　性 64,214人（－34人）
女　性 71,040人（－27人）

※外国人登録者を含む。

二見グラウンドで、軽スポーツ ソフトボール
大会が行われました。
二見町体育協会の本部事業の一つで、市内か

らの５チームをはじめ、体育協会の各連盟も参
加し、８チームによる交流試合が行われました。
ハイシニア（65歳以上）のチームと女性チー

ムの試合など、普段あまり見られない対戦が行
われたり、また、ホームラン賞・ファインプレ
ー賞・珍プレー賞などもあり、ひたむきなプレ
ーと笑い声の絶えない楽しい大会になりました。
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佐八小佐八小佐八小佐八小佐八小佐八小佐八小佐八小佐八小佐八小佐八小佐八小佐八小佐八小佐八小佐八小佐八小二見小二見小二見小二見小二見小二見小二見小二見小二見小二見小二見小二見小二見小二見小二見小二見小二見小


